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  序文


  以下の数々のメッセージは、オースチン-スパークスによって一九三五年十月に私たちの修道院本部でなされた一連の講演を訳した無料の翻訳です。


  私たちの兄弟の務めを通して広範な主の民にもたらされた豊かな祝福のゆえに、私たちはとても感謝しています。これらの講演を印刷した形で送り出すにあたって私たちが大いに願っているのは、その心をキリストに注いでいる人々の手に、主がこれらの講演を届けてくださることです。それはキリストが彼らのすべてとなるためです。私たちは可能なかぎり、英語で語られたメッセージの原形を残そうと努めました――ある様式の表現が使われているところではこれに留意してくださいますよう、読者にお願いします。


  どうかこの小著が、「完成されたすべての人をキリストにささげるためです」という使徒の願いの実現に貢献しますように。


  



  ギュムリゲン、スイス


  一九三五年十二月


  



  第一章 新創造の基礎であるキリストの十字架


  「御座に座す方が言われた、『見よ、わたしはすべてのものを新しくする！』。」（黙二一・五）


  「……それは彼がご自身の中で、二つのものを一人の新しい人へと創造するためです……」（エペ二・十五～十六）


  「だれでもキリストの中にあるなら、その人は新創造です。」（二コリ五・十四～十七）


  「……その体を夜通し木に残しておいてはならない（中略）木にかけられる者は、神に呪われるからである。あなたはあなたの地を汚してはならない……」（申二一・二三）


  「……人々はこの方を木にかけて殺しました……」（使十・三九）


  「キリストは（中略）私たちのために呪いとなって」（ガラ三・十三）


  「……世の基が据えられた時からほふられていた小羊」（黙十三・八）


  「……世が存在する前に、わたしがあなたと共に持っていた栄光」（ヨハ十七・五）


  「……永遠の契約の血による」（ヘブ十三・二〇～二一）


  これらの節はみな互いに関係しあっており、「見よ、わたしはすべてのものを新しくする」という御言葉によって結ばれています。


  その第一段階は神の予知と関係しています。私たちが読んだ節のいくつかは、「世が存在する前に」起きたことについて述べています。イエスはご自身について、「世が存在する前に」御父と共に栄光を持っていたと言われました。小羊は「世の基が据えられた時から」ほふられていました。


  神は、予知により、贖いの働きの必要性をご覧になりました。そして、新創造の基を据えられました。神は究極的に完成された贖いの結末をご覧になりました――この贖いは私たちの主イエス・キリストの十字架を通して成就されました。この御方は、神の御旨にしたがって、世の基が据えられた時からほふられていました。つまり、新創造の基が据えられる前からほふられていたのです。


  ヘブル十三章には「永遠の契約」の血について記されています。これは「未来」の永遠ではありません。この言葉は過去、私たちの観点から見た過去を指し示しています。神にとって過去と未来は同じようなものだからであり、永遠の現在だからです。しかし、御言葉――それは私たちのために記されており、私たちの限界を考慮に入れています――は私たちに次のことを示そうと願っています。すなわち、神の予知により、永遠の契約の血がすでに備えられていたのです。その後、この被造物が生じました。それは裁かれた世の混沌状態の中から現れました。「それはとても良かった」のです。その後、堕落が起きました。罪を通して悪しき者が優位に立ち、世の歴史を暗闇と人の不幸の歴史としました。今や被造物は贖い――「神の子らの現われ」――を待っています。


  これは私たちを神の御旨の第二段階、すなわち人の子の十字架に導きます。彼にあって、同時に、新創造が現れます。一方において旧創造は裁かれ、私たちの代表である方にあって確かに終焉に達しました。私たちの主イエス・キリストにより、すべてが死にました。他方において、彼は復活であり命です。「死者の中から最初に生まれた方」です。しかし、この新創造は旧創造のようではありません。新しい天と新しい地は別の体制に属します。私たちは今、「視覚によってではなく信仰によって」生きています。それは霊的な世界であり、全く新しいです。すべてを含む意味で新しいのです。


  第三段階は黙示録二一章で私たちに示されています。「見よ、わたしはすべてのものを新しくする」。これは究極的に完成された新創造です。それはキリストの十字架の究極的産物としての霊的被造物です。この霊的被造物はその性質にふさわしい形を取ることになります。すなわち、新しい天と新しい地です。


  神の御計画のこれらの三段階は、神の御言葉の中にとても明確に示されています。しかし、今、中心的事実に向かうことにしましょう。すなわち、すべてのものが新しくなる基礎は十字架であるという事実です。


  十字架には二つの面があります。それは旧創造の終焉と新創造の登場を表しています。


  今、神の新しい働きの出発点を見ることにしましょう。私たちの主イエス・キリストの十字架には、この被造物全体が言わば破滅状態に陥った瞬間がありました。霊的に私たちはそれについて創世記冒頭で地の状態に関して告げられています。「地は荒廃し、また空虚であり、そして暗闇が深い淵の面にあった」。これは堕落の結果でした。それは裁きを意味しました。私たちの主イエス・キリストの十字架のもとに来て、九時まで続いたこの暗闇を再び見て、「わが神、わが神、どうしてわたしを見捨てられたのですか？」と彼が叫ばれるのを聞く時、私たちは「今はこの世の裁きの時です」と彼が言われたとき何を言わんとされたのかを理解します。人の子である彼にあって、神は堕落した状態にある被造物と、悪魔の働き全体を裁きの下に渡されました。神はその代表たる方において、それを放棄・拒絶されました。この恐ろしい裁きが一人の人の上に降りかかりました。一人の人が全体の代表となったのです。


  十字架上のイエス・キリストは神の裁きの下にある全被造物を代表しておられます。神は彼にあって全世界の罪を視察されました。全被造物は死の中へと沈んで行きました。神は御顔の光を御子から遮られました。この被造物のすべての罪が、一人の人の心を通して探られました。「なぜわたしを見捨てられたのですか」という彼の叫びに対する答えは、事実上、「世の罪があなたの上にあるからです。滅ぼされるべき悪魔の働きのためです」というものでした。使徒パウロは言います、「一人の人がすべての人のために死なれました。ですから、すべての人が死んだのです」。彼の十字架においてこの世全体が終わらされたことを私たちは知っています。「古いものは過ぎ去りました」。


  しかし、私たちはこれを心得なければなりません。これを見なければなりません。天然の心はこれを知ることはできません。天然の人の知恵は、ヤコブによると、悪魔からのものです。今日、悪魔的知恵が働いていることがわかります。神が私たちに光を与えてくださるときだけ、私たちは彼の光の中で物事を見ることができます。その時、天然の人が実際にはいかなる者なのかを私たちは見ます。私たちの罪深い性質に対する神の怒りの啓示として十字架を見ます。カルバリの十字架は、この罪深い世に対する裁きです。そして、私たちは生まれながら、神が放棄されたこの世に属しているため、イエス・キリストの十字架が私たちの人生の中に刻み込まれなければなりません。生来の私たちは十字架の裁きの下に渡されなければなりません。私たちの生活が神の怒りの下に陥らないよう、私たちは絶えず自分自身を否まなければなりません。私たちは神が拒絶されたものによって神に仕えようとはしません。神は人の知恵を拒絶されました。神はそれをその奉仕の中に許されませんし、私たちからの他の何らかの「能力」も許されません。神が用いることができるのは、新創造に直接由来するものだけです。


  ですから、私たちはとても注意深くなければなりません。この問題について絶えず心を探る必要があります。なんと容易に天然の人からのものが潜り込むことか。何度も何度も私たちは――最善の動機で――奉仕して事をなそうと欲します。自分には何もできない所、何もしてはならない所、神が私たちの中ですべてをなさなければならない所、新しい命の力によって新しい務めを導入しなければならない所で、そうしようと欲するのです。キリストの十字架のすぐそばに居続ける必要があります。この天然の人を十字架上に保つことを、聖霊は許されなければなりません。それは、すべてのものが私たち自身からではなく、真に「神から」発するようになるためです。


  神の働きにおいても裁きの下に陥るおそれがあるというのは、恐ろしいことではないでしょうか？神の呪いの下にある力によって、私たちの能力の力で私たちが生み出すものによって、神に受け入れられる生活を御前で送ることは不可能です。申命記には、木にかけられる者の体を「夜通し木に残しておいてはならない。必ずその日の内にその人を埋めなければならない。木にかけられる者は、神に呪われるからである」とあります。ガラテヤ人への手紙でパウロはこの御言葉を、「私たちのために呪いとなられた」キリストについて述べたものと解釈しています。夜通し木にかけられている者は全土を汚染します。私たちの主イエス・キリストは、全被造物の代表として、もし夜通し十字架上にとどまっておられたなら、全地を汚染していたでしょう！神の御言葉の中にこれより恐ろしい思想はありえません。これはなんと私たちに、神に見捨てられたこの被造物の恐ろしい状態を明らかにしていることでしょう。それはあまりにも呪われているので、古い性質のものはみな、何の例外もなく、その代表として万物のために呪いとなられた方にあって、放棄され、拒絶され、除かれます。


  新創造の必要性、絶対的新創造の必要性がわかるのはここだけです。すべてが新しくならなければなりません。神の御言葉は「見よ、わたしはすべてのものを新しくする！」と告げています。神はイエス・キリストを死者の中からよみがえらされました。また創世記に戻ると、「地は荒廃し、また空虚であり、そして暗闇が深い淵の面にあった」とあります。神は「父の栄光を通して死者の中からよみがえれ！」と言われました。神は御子を死者の中からよみがえらされました。神は御子を「死者からの初穂」として示されました。復活するのは新創造です。キリストにあって私たちも新創造です。「すべてが新しくなりました」――まぎれもなく、これは真実です。


  「しかし、すべては神から出ています」。すべては新しくなります。私たちの知恵は新しい知恵です。私たちの力は新しい力です。私たちの心は新しい心です。私たちの能力は新しい能力です。すべてが新しくなります。それは私たちの内におられるキリストです！


  私たちは次のことに注意するよう大いに努めなければならないことを、私は新たな形で理解します。すなわち、私たちは自分自身の力から何も行ってはならず、神がすべてを行わなければならないのです。私自身の心の働きを覗いて見ると、そこには私自身の思い、私自身の強い願い、心と意思の強い情熱があります。しかし、自己を恐れる恐れの中に私を保ってくださるよう、私は主に求めます。この被造物全体、アダムにある私はすべて呪われているからです。それは神がそれを放棄された所に横たわっています。神はそれを用いることができません。すべてが今や神からでなければなりません。


  この問題に関してもっと心を探るよう、私はあなたに勧めたいと思います。ああ、神聖な能力を持つ素晴らしい新創造があるのです！そこには素晴らしい可能性があります。なぜなら、それらは私たちのための神の可能性だからです。神の側からはすべてが可能です。すべてが可能である立場に私たちは立たないのでしょうか？すべてが神からである所に居ることは可能です。彼がすべてを開始し彼がすべてをなさいます。進み出て、神が定められたキリストにある私たちの立場――彼にある神の豊かさ――に入り込もうではありませんか。ですから、私たちは十字架のもとに行き、それが意味するところを両面から受け入れなければなりません。私たちはイエス・キリストの十字架のあの恐ろしい面――十字架の呪い――を見なければなりません。すなわち、彼は私たちのために十字架につけられたのであり、私たちも彼にあって十字架につけられたのです。私たちは新しい生活の中に旧創造からの何ものも持ち込もうとはしません。なぜなら、それは常に神の裁きの下に陥るだろうからです。私たちの働きがすべて焼かれなければならない日が来るかもしれません。主のためになされたことと、私たちの内におられる主からのものとの間には、ある大きな違いがあります。「木にかけられる者は、神に呪われる」。キリストと共に私たちはその木にかかりました。そして、神は彼の十字架において私たちを見捨てられました。しかし、それで一巻の終わりではなく、ずっと大きなもの、全く新しいものの始まりです。これを再び言わせてください。古いものが過ぎ去らないかぎり、新しいものの中に入れないのです。「見よ、わたしはすべてのものを新しくする」！


  「すべてが新しい！」と私たちに関して実際に言える域に、どうか主が私たちを導いてくださいますように。そして刻一刻と主が私たちをその中に確立してくださいますように。どうか十字架が私たちの霊・魂・体の中に、思い・心・意思の中に働いて、私たちの人生のすべての領域に刻み込まれますように。どうかそれが私たちの言葉と働きの中に作用しますように。それはすべてが彼の十字架によって統治され、神の栄光と私たちの主イエス・キリストの豊かさのために開かれた道が敷かれるためです。


  



  第二章 天におられるキリストは私たちの十全性である


  



  聖書朗読：コロサイ二章


  



  この集会の期間に関して主の御前で待ち望んでいた時、「主は私たちの十全性であるキリストに私たちを専念させることを望んでおられる」という思いが私の心に浮かびました。


  聖書のいくつかの節に向かいましょう。


  「ほむべきかな、私たちの主イエス・キリストの神また父。この方はキリストにあって、天上にあるあらゆる霊の祝福をもって、私たちを祝福してくださいました。」エペ一・三～四
 「……彼らは、彼らについて来た霊の岩から飲んだのです。その岩とはキリストでした。」一コリ十・一～四
 「この人が御使いと共に荒野の集会にいて（中略）生ける言葉を受け、私たちに与えたのです。」使七・三八
 「……私たちの十全性は神からです……」二コリ三・五
 「しかし、私たちはこの宝を土の器の中に持っています。それは、その力の卓越した偉大さが神のものであって、私たち自身からではないことが、現れるためです。」二コリ四・七


  これらの節はみな、何らかの形で、十全性と関係しています。この十全性は私たちの主イエス・キリストと密接な関係にあります。さて、ここで私たちは、ある問いに触れることに専念します。その問いに関して、クリスチャンはみな、その答えについて大いに確信していなければなりませんし、明確でなければなりません。その問いとは、「神の子供の生活を支配する最高の目的は何か」というものです。私たちはこの問いに答えられなくてはなりません。これはとても重要です。正しい答えは「神の子供の生活の最高の目的は――キリストを学ぶことである」と、私は信じています。


  神はそのあらゆる豊かさをもってキリストを満たされました。彼の中に知識と知恵とのあらゆる富が宿っています。そして、その豊かさは私たちのためです。使徒パウロは、私たちは「キリストにあって天上にあるあらゆる霊の祝福をもって祝福」されていると述べて、これを告げています。ですから、信者としての私たちの仕事はキリストを学んで、イエス・キリストの豊かさの中に生き生きと入ることです。これがすべてを支配します。神の子供に対する神の取り扱いはすべて、キリストを知るさらに豊かな知識へとその人を導くことです。私たちの生活の残りのものはすべて、この知識の所産・結果にすぎません。


  多くの人々が「神が私たちを救われた目的は、私たちが他の人々を救うためです」と言うのを、私は聞いてきました。しかし、これは神の御旨の一部にすぎません。主を知る個人的知識がなければ、主のための真の奉仕はありえません。自分のものでない知識にだれかを導くことは決してできませんし、私たちがキリストを生き生きと知っている地点を超えてだれかを導くこともできません。ですから、すべてはイエス・キリストを知る私たちの知識の大きさにかかっています。


  たとえメトセラのように長生きしても、イエス・キリストの豊かさは決して使い尽くせません。常に、さらなる豊かさを彼の中に見いだします。ですから、永遠における私たちの仕事はキリストをますます知ることである、と私は信じています。私たちの人生の目的は、私たちのためのイエス・キリストのあらゆる豊かさの十全性の中に入り込むことです。これが全く明らかになるとき、「どうすればキリストを学べるのか？」という問いが生じます。


  どうすればキリストを学べるのか？


  この問いに答える前に、キリストのあの豊かさと十全性の背景をまず見ることにしましょう。「この背景は荒野である」と私が言ったら、あなたは驚くかもしれません。すすんで荒野の中に行く時だけ、私たちは私たちの主イエス・キリストの十全性を知ることができます。


  さて、荒野は常に霊的教育のために最善の場所でした。荒野では学べることがあまり多くない、とあなたは考えるかもしれません。ですが、多くあるのです。荒野は天の事柄を学ぶ最善の場所です。アブラハムがそうでした。モーセについてもそうでした。イスラエルもそうでした。荒野はパウロの人生でも決定的地位を占めていました。字義的方法で理解するにせよ、霊的方法で理解するにせよ、事実として、神の民は、何度も何度も、荒野に送られました。そのような「荒野」が何を意味するのか、私たちの多くは知っています。


  神が一つの民の上に御手を置かれる時、神は常にご自身からではないいっさいのものから彼らを切り離されます。つまり、神は彼らの天然の命の全領域から彼らを切り離し、言わば、天然の世界の外側に彼らを置かれるのです。イスラエルの民の事例からこれがわかります。パロは彼らが荒野に行くのを許しました。彼らが中途半端な気持ち――エジプトを思う気持ちと良き地を思う気持ち――で神に仕えるようパロは望みました。しかし、そのような気持ちは決して神に役立ちません。神の最低限の要求は「ひづめ一つも残してはならない」でした。神の民はエジプトから絶対的に分離されなければなりませんでした。ですから、紅海が神の民とエジプト人を隔てました。神は、彼らがその学課を学ぶまで荒野にとどまるようにされました。神には、そこで彼らに教えるべき数々の大きな学課がありました。荒野におけるイスラエルの放浪は、後代のために一つの例としての役割を果たさなければなりませんでした。教会の経綸――それはずっと先のことでしたが――に、人々は彼らから教訓を得る必要がありました。荒野で神は数々の永遠の原則を据えられました。イスラエルに起きたことは「私たちへの教訓」のためでした。


  神はご自身の民を天然の領域から切り離されます。天然の人が荒野ではどれほど少ししか役に立たないか、あなたはご存じです。その天然の能力がどれほど理知的で、どれほど力強いかは関係ありません。荒野ではあまり役に立ちません。あなたは優秀な学生、秀でた商売人・まとめ役かもしれませんが、これはどれも荒野ではあまり益になりません。砂漠の真ん中にぽつんと置かれた人にとって、その人自身の賢さはあまり役に立ちませんし、その天然の能力もあまり遠くには及びません。


  ですから、何が大事かわかります。神が私たちを御手の中に握られる時、神は私たちを生来の私たちの領域から連れ出されます。これが荒野の意味です。神の御旨はキリストをすべてとすることです。私たちが自分で事を行えるかぎり、自分自身の内に資源があるかぎり、私たちはイエス・キリストを知ることはできません。キリストは私たちにとって未探訪の領域のままです。


  コリント人への第一の手紙の中に、荒野におけるキリストに関する幾つかの明確な叙述が見つかります。「彼らはみな、同じ霊の食物を食べ、同じ霊の飲み物を飲みました。彼らは彼らについてきた霊の岩から飲んだからです。その岩とはキリストでした」。イスラエルが新たな欠乏の状況に至る時はいつでも、神がこの必要を満たすために彼らのために行われたことは、彼らにキリストの絵図を与えることでした。彼らが食物を必要としたとき、天がそれを供給しました。彼らが受けたのはキリストの型でした。ですから、彼らは荒野でキリストを自分たちの食物・飲み物として知ることを学びました。これは教会にとって、天のキリストは教会の十全性であることを示す、一つの偉大な歴史的絵図です。


  イスラエルに関して歴史的に言えたことは、必然的にイエス・キリストにも言えました。キリストはご自身のためにこの依存的地位を受け入れられました。この地上におけるキリストに関するものはみな、彼の貧しさを告げます。彼はこの世の富を何も持っておられませんでした。彼はこの世が与えられる利益を享受されませんでした。彼はとても貧しい家庭に生まれました。彼の人生の初期、彼は自分の生計のために働かなければなりませんでした。彼の人生の天然的な面は、最後まで制限されていました。しかし、彼はそれをよしとされました。地的手段よりも天的資源に基づいて生きることを彼は選ばれました。これについては後でさらに見ることにします。


  教会は、全く主の御手の中にあるなら、同じ方法で導かれ、この依存の中に導かれます。天然のものはみなやまなければなりません。それは、教会の命はすべて天のキリストと密接な関係にあること、また、教会の資源はすべて彼のみにあることを、教会が学ぶためです。


  しかし、天上に住むのは実に素晴らしいことです！それは絶えざる発見、絶えざる驚きの領域です。毎日、天然的な観点から見ると、状況の手に負えなさを感じます。自分では状況に対処して必要を満たせないことがわかります。私たちの天然は「自分にはできない」というこの深刻な句によって支配されています。私たちはこれをパウロの人生の中に見ます。彼は天然の人について、天然の人は「神の事柄を知ることができない」と述べています。これが、天然の能力が神の事柄の領域では役に立たない理由です。しかし、この事実の理解の中に導かれることは、私たちに対するキリストの富と豊かさに関する、素晴らしい経験と絶えざる発見の領域の中に導かれることです。自分自身の弱さと失敗を理解する人だけが、キリストの中になんと素晴らしい力と豊かさがあるのかを知ります。時の流れの中で、私たちは無理な状況に出くわします。その必要に応じる力は私たちの内にありません。どうやってそれを切り抜けたらいいのかわかりません。もし放置されたら、私たちは失敗するでしょう。しかし今や、私たちは新たな経験の中に入りつつあります。かつて知らなかったことを学びつつあります。キリストのさらなる資源を発見できるような状況の中に、主は私たちを導いてくださったことを理解します。最初、「自分は挫折する」と私たちは思いました。しかし進むうちに、いかなる外観にもかかわらず、私たちはこの荒野の学課をゆっくりと学びます。それは、さらに大きな要求に応じられる新しい内なる立場に私たちが達するためです。


  こうして、主はあらゆる状況に応じられること、キリストは私たちに必要なものを持っておられることを、私たちは経験によって学びます。たとえ自分の内にある力が以前の力に優るものではなくても、私たちは落胆する代わりに勝利の霊を帯びます。それまでと同じように私たち自身は無能です。しかし、主がいかに有能なのか、空っぽな私たちの中にあるその豊かさがいかに偉大なのかを、私たちは見いだし始めます。彼は弱い私たちの力であり、愚かな私たちの知恵です。私たちの能力はもはや地的な能力ではなく、キリストにある天的な能力です。


  牢獄にいた時、これをパウロは経験しました。自分が彼の立場だったら、と想像してみてください！現世の祝福から切り離され、諸教会における彼の働きは終わったように見えました。自由は奪われ、肉体的にもこの世的にも確かに必要を抱えていました。彼の状況は、全く憂鬱なものでした。彼の処刑は差し迫っていました。そのような時に、「ほむべきかな、私たちの主イエス・キリストの神また父。この方は天上にあるあらゆる霊の祝福をもって、私たちを祝福してくださいました」と彼は書き始めます。彼は「荒野」の中にいますが、キリストという礎に基づいて生きています。ですから、彼は勝利でした。


  そして、彼はキリストを大いに学んでいたので、今日に至るまで無数の信者に対する祝福となることができました。彼の数々の手紙に向かう時、私たちはそのページから常に新たな祝福を受けます。イエス・キリストの富が、その僕パウロを通して、私たちに豊かに流れ込みます。パウロはキリストを知っていました。しかし、その生涯の背後には霊的荒野がありました。つまり、天然が助けにならない領域があったのです。ですから、「私たちはこの宝をもろい土の器の中に持っています……」と彼は記します。もろい土の器――これは私たち自身の天然という荒野です。「私たちの外なる人は朽ちていきます」。パウロは天然の人という荒野の中で、自分自身に対するキリストの十全性を学びました。


  ですから、信者の最大の課題はキリストを学ぶことであることがわかります。これは私たちを霊的な力と豊かさの地位に導きます。これは勝利する実り豊かな人生を送ることを意味します。


  この荒野を持たない多くの人々がいます。彼らは自分自身の力で主のために働きます。このような人々は主イエスを知りません。彼らはキリストを学びません。しかし、私たちが自分の生活の中で主にその地位を与えるとき、もしかすると主は私たちを荒野に導かれるかもしれません。それは、主が彼の豊かさを私たちに啓示するためであり、私たちがキリストとその十全性を学ぶためです。


  どうか主が、私たちの貧しさを私たちに示し、そして彼の豊かさを私たちに啓示するために、これらのメッセージを用いてくださいますように。


  



  第三章 油塗り


  「さて（中略）イエスもバプテスマされて、祈っておられると、天が開け、そして聖霊が鳩のような具体的な形で、彼の上に下った。」ルカ三・二一～二二


  「…聖霊があなたたちの上に臨む時、あなたたちは力を受けます。」使一・六～八


  「あなたたちは聖なる方から油塗りを受けているので、すべてのことを知っています。（中略）あなたたちが彼から受けた油塗りがあなたたちの中に宿っています。」一ヨハ二・二〇、二七


  信者の人生で最も大事なことはキリストを学ぶことです。「彼の中に神たる方のすべての豊かさが肉体のかたちで宿っています」。この豊かさは私たちのためです。なぜなら、「彼にあって私たちは満ち満ちている」からです。そして私たちの豊かさであるキリストは栄光の中におられるので、それゆえパウロはエペソ人に「ほむべきかな、私たちの主イエス・キリストの神また父。この方はキリストにあって、天上にあるあらゆる霊の祝福をもって、私たちを祝福してくださいました」と書き送りました。これは、私たちは天上におられる私たちの主イエス・キリストにあってあらゆる霊的祝福をもって祝福されていることを意味します。これは、主イエスとの私たちの関係は天的関係でなければならないことを意味します。私たちがキリストとの天的合一の中に入る時だけ、私たちはこれらの天的祝福にあずかれます。


  さてすでに見たように、私たちに対するキリストの十全性を経験的に知るには、まず私たちの生活の中に荒野がなければなりません。荒野におけるイスラエルの生活は古い性質からの完全な分離、この地上の外側にある資源への徹底的依存を意味しました。荒野自体は彼らに何も与えませんでしたし、彼らの天然的能力はみな、そのような場所では何の役にも立ちませんでした。しかしこうした状態が与えられたのはまさに、荒野を彼らが特別な方法でキリストを彼らの十全性として学ぶべき場所とするためでした。キリストは天から下って来た生けるパンです。彼は命の水です。「彼らについてきた霊の岩」はキリストでした。


  ですから、再び強調しましょう。キリストを豊かに知るには、世とそのすべての資源が役に立たず、完全に排除されなければならない地点に、私たちは達しなければならないのです。


  すでに指摘しましたが、イエス・キリストご自身はこの立場を受け入れられました。彼は自発的に信仰に基づいて生きることを選ばれました。御父に全く拠り頼むことを選ばれました。彼は御父なしでは全く何も行えませんでした。彼自身には何もなく、すべてを御父から引き出しておられました。これは私たちの黙想のもう一つの消極面です。さて、積極面に向かうことにしましょう。


  キリストとの天的合一の中にある生活――そこではすべての資源が天的性質のものでなければなりません――の基礎は何でしょう？その答えは「その基礎は聖霊である」です。


  イスラエルがエジプトから分離されて、荒野の中に導かれた時、神は彼らに昼は雲の柱、夜は火の柱を与えられました。その雲は聖霊の型です。荒野における四十年は、イスラエルの生活が全く聖霊に支配されるようになったことを象徴します。主イエスのもとに来る時、私たちはこの実際を見ます。彼の場合、これがいかに真実だったのかを見ます。彼が公生涯に踏み出された時、神は彼の特別な務めのために彼を分離されました。彼は聖霊の油塗りの下に入られました（ルカ三・二二）。その瞬間から彼の全生活は聖霊によって統治されました（ヘブ九・十四）。


  荒野の中で天的生活を送ることを望むなら、聖霊が必要不可欠です。聖霊はまさにその目的のために与えられています。聖霊を通して、キリストが肉体の中におられた時にそれによって生活されたのと同じ資源を、私たちは自由に用いることができます。次の事実を理解することがとても重要です。すなわち、私たちの主イエス・キリストは自発的に私たちの立場を受け入れたのであり、人のような様を取って、あらゆることで神に拠り頼む者の立場を取られたのです。私たちがそうするとき、私たちは聖霊によって統治される生活を送ることを喜ぶようになるでしょう。キリストが御父の中に生きて御父の栄光を表されたように、私たちの主イエス・キリストの栄光が表される生活を送ることを喜ぶようになるでしょう。ですから、これがキリストに対する私たちの関係です。天的生活の基礎は聖霊です。主イエスは聖霊の中で生活されました。この御霊によって彼は御業をなしておられました。彼は常に、そのすべての道で、聖霊によって支配されつつ行動されました。人の影響下で動いたり行動したりすること、環境によって押し出されることを、彼は拒否されました。聖霊が彼の中で証しすることだけ、彼は行われました。彼の勝利の生活の秘訣は聖霊の統治でした。


  さて、主イエスに言えることが私たちにも言えなければなりません。私たちを油塗っておられるのは同じ御霊です。この世が荒野であることを私たちは見るようになりました。私たちの天然の資源を手放して、神との直接的交わりにより、全く神から出ている生活を送るよう私たちは召されています。神の事柄では天然の資源を用いることはできません。この世も私たち自身も、神のために何も生み出せません。しかし、次の積極面を強調することにしましょう。すなわち、油塗りの御霊はすべてを可能にするのです。聖霊、すなわち私たちが受けた油塗りは、私たちをキリストとの一つの中にもたらします。キリストが御霊により御父と一つだったのと同じように、私たちも同じ御霊によりキリストと一つとされています。これは素晴らしい合一です！これは、私たちを通して御業を成し遂げるために、主ご自身が私たちの中で御業をなさっていることを意味します。


  私たちが述べたいのは、神ご自身が御業をなさるということです。私たちがそれをなそうとしても無理です。御業をなせるよう私たちを助けてください、と彼に求めるのは大きな間違いです。もしそれが主の働きなら、それをなしているのは彼です。彼はご自身の働きを決して私たちの手に渡されません。主はご自身の働きをあなたや私にお与えになりません。職人が自分の道具を用いるように、私たちは彼の雇人にすぎません。道具は「何をなすべきか」と決して考えたりしません。それはその主人の手に自らを委ねます。彼には計画があります。彼には技能と力があり、道具は職人の考えを表現するにすぎません。責任は彼にあります。道具に許されるのは、主人が自分の道具を通してなしたいことをなすことだけです。道具が朝起きて、あれこれしようと決意し、「主人が自分を助けてくれたらいいなあ」と望んでいるのを想像してみてください。これは正しい態度ではありません。次のような態度を取って、こう述べる道具について考えてみましょう。「さて御主人、あなたは自分がなそうとしていることをご存じです。あなたには計画があります。働く方法も、それをなす時も、あなたはご存じです。私はここにおりますのでご自由にお使いください。あなたが何をよしとされるにせよ、私は喜んであなたに仕えます。私はあなたとあなたの目的にささげ切っています。私たちの前にある働きに関して、私はあなたを仰ぎ見ます。あなたが私の背後で知恵、力、忍耐となってくださらなければなりません。もし私の切れ味が鈍るようなことがあれば、私を再び研いでもらってかまいません。すべてはあなたにかかっています。しかし、私はあなたと一つです」。


  これはこの真理のとても単純な絵図です。これがまさに主イエスの御父との関係でした。彼は言われました、「わたしの父は今に至るまで働いておられるのですから、わたしも働きます」。彼が働かれたのはただ、彼の父が働かれたからでした。彼はまた言われました、「父がわたしに与えてくださった働き（中略）その同じ働きをわたしも行います」。彼と御父を結ぶものは聖霊でした。聖霊はあの素晴らしい一つを生み出されました。今、私たちはこの同じ油塗りの下にあります。この油塗りは、あらゆる責務――私たちはそれに召されており、適切な時にそれをなさなければなりません――に応じる保証です。


  私たちがこの油塗りの下にある時、それは私たちを私たちの主イエス・キリストとの一つの中にもたらすので、「自分の働き」に関して不安に思う状態に陥る必要はありません。聖霊が臨んで、私たちが主の委託の下で行動すべき所を私たちに示してくださいますし、明らかに必要や圧迫を感じていても、欠乏を満たす主の時がまだ来ていないので、じっと待っていなければならない所を示してくださいます。


  「この油塗りがすべてのことについてあなたたちを教えます」。これは私たちの生活で何度もそうだったのではないでしょうか？例えば、困難な状況が生じて、問題を解決しなければならないとき、私たちはその必要に応じるよう求められます。さて、私たちは不安な状況に取り組みますが、自分の考えや計画はどれも役に立ちません。何をすべきかわからず、光もありません。しかしそれを主に手渡す時、主に信頼して、キリストが私たちの知恵と力になってくださると信頼する時、光が臨んで、私たちは――自分自身では決して不可能ですが――必要な助言を与えられるようになり、急所に触れることができるようになります。それはまさに啓示によって臨みます。「その時、あなたたちは語るべきことを告げられます」という経験は真実です。聖霊が私たちに与えられているのは、私たちが彼を通して、天におられる私たちの主とのゆるぎない直接的交わりの中に絶えず立ち続けるためです。私たちが自分の知性で事にあたり、自分自身の手腕に頼ったり、状況を見たりし始めるやいなや、私たちは自分の手に余る、自分では対応できない責任を引き受けることになります。その結果、私たちは心配になり、不安や恐れを感じるようになります。「どうすべきか教えてください」と他の人々に尋ね始めます。外側からの何らかの助けを求めてあたりを見回し、こうしてますます天然の世界――それは天の事柄に関して私たちを助けられないことを私たちは知っています――の領域の中にますます陥ってしまいます。しかし油塗りの下に居続けるなら、私たちのなすべきことはみな、完成された働きの一部にすぎないことを、私たちは確信します。


  それを損なおうとする試みが主イエスの生涯になんと多くなされたことでしょう。彼の生涯は危険に囲まれていました。彼が公の務めに踏み出されるやいなや、彼を殺害しようとする者たちが働くのを私たちは見ます。彼がナザレのシナゴーグに入られた時、そのような試みがなされたことを、御言葉は私たちに告げます。人々は彼の言葉に憤慨して、彼を彼らの町の丘の崖に連れて行って突き落とそうとしました。しかし、彼は彼らの真ん中を通って行って彼らの手から逃れ、彼らの試みは失敗しました。油塗りのおかげで、彼の時が来る前は、一日たりとも彼を損なえませんでした。神は彼の生涯を定めて、まさにその「時」に至らされました。「わたしからわたしの命を奪う者はだれもいません。わたしは自らそれを放棄します」。油塗られてこの油塗りの下にとどまっているものによって、働きが成就されます。私たちもまた、神が生活の中で私たちを召された働き、神がキリストにあって私たちを任命された働きを成就できる、と確信できます。「私たちは彼の傑作であって、諸々の良い働きのためにキリスト・イエスにあって造られました。この諸々の良い働きを神はあらかじめ備えてくださいました。それは、私たちがそれらの中を歩むためです」。私たちの人生を完成させる完全な責任を取ってくれるのは油塗りであることを知るのは、なんと力強い慰めでしょう！ですから、私たちは油塗りの下にとどまりさえすればいいのです。


  使徒行伝はまさにこれを示す素晴らしい実物教材です。弟子たちから離れる前、主は彼らに「全世界に出て行って……」というこの任務を与えられました。しかし彼は「高き所からの力を着せられるまで、あなたたちは都にとどまっていなさい」と付け加えられました。油塗りの御霊がペンテコステの日に彼らの上に臨んだ時、彼らは委員会を開いて、「さて、私たちは自分たちの働きを組織しなければなりません。金を集める手配をして、どのようにこの件を首尾よく運営するのか計画を立てなければなりません。生じかねないあらゆる緊急事態について考える必要があります」と述べようとは願いませんでした。そうです、使徒たちはこのようなことからすっかり解放されたのです。彼らが受けた油塗りが、そのすべての責任を負いました。彼らはそれについて考え抜く必要はありませんでした。彼らは行って、大きな喜びをもって自分たちの使命を果たしました。そして、聖霊に緊急事態をすべて委ねました。彼が彼らのために全責任を負われました。彼らのなすべきことはただ、彼に全く服従して任せることだけでした。


  教会が誕生した時、彼らは教会のための新しいメンバーを探す必要はありませんでした。色々なことを組織したり、教会を建てるために共に集まったりしませんでした。聖霊が完全に責任を負われました。「主は日毎に、救われた者たちを彼らに加えられた」とあります。しかしおそらく、もう一つの文章の方が重要かもしれません。すなわち、聖霊は、だれでも彼らに加われるようにはされなかったのです。「しかし、あとの者たちはあえて彼らに加わろうとはしなかった」。時として、人々を――外面的に――集会にもたらすことの方が、彼らを再び外に出すことより容易です。しかし、それもまた聖霊が完全に責任を負われました。これは大切な要素です。教会と私たちの召しに関するいっさいの問題について、聖霊がその責任を負われる時、私たちはこの素晴らしい立場になければなりません。


  しかし、このような立場は敵を怒らせることを忘れないようにしようではありませんか。油塗りの直後、主は荒野で敵に遭遇されました。油塗りが働いていない所では、敵はあまり気にしません。しかし、あなたや私が油塗りの下に来るとき、聖霊が栄光のうちにおられるキリストを私たちの内で「栄光の望み」とされるとき、私たちは敵の憎しみの対象となります。信者たちについて「彼らは油塗りの下にある」と言えるとき、確かに彼らは悪魔に憎まれます。彼は全力を尽くしてそのような神の僕を滅ぼそうとします。しかし、油塗りは勝利をも保証します。聖霊は私たちに勝利を与えてくださいます。


  しかし、私たちの天然の力と聖霊の力は決して同行できないことを忘れてはなりません。天然の人の排除が絶対に必要です。自分自身の弱さを知る時だけ私たちは強くなります。「私は弱い時に強い」と述べた使徒パウロについて考えてみてください。ですから、私たちの天然の知恵と神の知恵は同行できません。それゆえ、荒野が必要であり、私たちは自分に対する神の取り扱いに「はい」と言わなければなりません。私たちは喜んで自分の自己の命を放棄して、すべてを手放さなければなりません。それはキリストの豊かさに至るためです。聖霊の豊かさは神のすべての子供の生得権です。彼は私たちを、私たちの高く上げられたかしらとの天的合一の中にもたらしてくださいます。彼にあって私たちは天の資源を利用することができます。なぜなら、神は私たちの主イエス・キリストを私たちの豊かさとされたからです。油塗りがとどまっている所では、「神はキリストにあって、天上にあるあらゆる霊の祝福をもって、私たちを祝福してくださいました」という御言葉が何度も何度も実現されます。


  「今や、私たちの内に働く力にしたがって、私たちが求めまた思うところのいっさいを、遥かに超えて豊かに行うことのできる方、この方に、教会の中で、また主イエス・キリストの中で、栄光がすべての世代に至るまで、永遠にわたってありますように」。


  



  第四章 開かれた天


  「また、あなたは垂れ幕を作らなければならない。（中略）そしてその垂れ幕は、あなたたちのために聖所と至聖所とを分離する。」出二六・三一～三六


  「すると見よ、宮の垂れ幕が上から下まで真っ二つに裂けた……。」マタ二七・四六～五一


  私たちの黙想の対象は、私たちの十全性である天におられるイエス・キリストです。すでに見たように、私たちの主イエスの供給は、彼がこの地上におられた時、御父から来ました。彼は自発的に、御父に絶対的に拠り頼んで生活されました。彼はそうするよう心掛けられました。彼は自分自身のうちに何かを持つことを拒否されました。必要なものをすべて、彼は天から引き出されました。彼はそれを上から受けられました。


  私たちがキリストとの復活における合一の中にある時、聖霊は私たちを私たちのために天におられる御方との一つの中にもたらされます。これは、主イエスがそれに基づいて生活されたすべての供給源を私たちは自由に利用できることを意味します。これらの供給源は隠れた供給源でした。つまり、それらは世人の知らないものでした。彼の周りにいた人々は、彼の力の源に関して全く暗闇の中にありました。彼と彼の御父との間には隠れた関係があり、それによって彼らは感銘を受けました。彼の生活の背後には何かがあること、人にとってただならぬ神秘的な力と知識があることを、彼らは見ました。だれも持っていなかった供給源を彼はすべて自由に用いることができました。人の理解を遥かに超える知識を彼は持っておられました。そして彼は隠された生活、彼の御父の中にある生活を送られたので、彼の供給源は人にとって神秘的で不思議なものでした。


  もし私たちが聖霊によってイエス・キリストとの天的合一の中に生きるなら、同じ供給源を私たちも用いることができます。私たちの黙想の基礎である御言葉、「私たちの主イエス・キリストの父は、キリストにあって、天上にあるあらゆる霊の祝福をもって、私たちを祝福してくださいました」を思い出しましょう。これは、キリストの中にあるすべての供給源を私たちは利用できることを意味します。しかし、彼が肉身を取っておられた時に彼が御父との親しい交わりの中で生活されたように、私たちも彼とのそのような親しい交わりの中を生きることを学ばなければなりません。


  さて、これらの隠された供給源のいくつかを見るためにヘブル書九・三～四に向かうことにしましょう。「また第二の幕の後ろにある幕屋は、至聖所と呼ばれています」。これは聖所と至聖所とを伴う、地上にあった幕屋のことです。聖所は地を表していました。そこには燭台、香檀、備えのパンの机があり――予型的に――主イエス・キリストを指し示していました。さてイエス・キリストはその幕を通って、未来の現実である場所の中に入って行かれました。そこではすべてがキリストであり、キリストがすべてのすべてです。キリストがその幕を裂かれて以来、天は開かれています。天然の人に対して天は閉ざされています。これに含まれるのは、私たちがいつの日か行くことになる天だけではありません。それは一つの領域、現在神が活動しておられる領域をも表すのであり、私たちはその領域に彼との合一によってあずかれるのです。


  私たちも開かれた天を持っています。パウロは「私たちの国籍は天にあります」と述べています！この地上における私たちの歩みが天的なものとなるには、私たちは開かれた天を持たなければなりません。なぜなら、私たちは霊的祝福のために完全に天に依存しているからです。天の扉は天然の人に対して閉ざされています。ニコデモのような人ですら、それを見ることはできませんし、ましてや入ることなどできません。


  繰り返しましょう。幕屋の「聖所」は地を表し、「至聖所」は天を表します。一方の場所には天の事柄の数々の予型があります。他方には神ご自身がおられました。その二つの間に幕がありました。神の特別な命令によらないかぎり、その幕を通って至聖所の中に入ろうとする者には、だれだろうと死が臨みました。


  その幕はキリストの肉体の型だったことを、ヘブル人への手紙はさらに私たちに告げます。私たちの主イエス・キリストのパースンには二つの面があります。（地に向かう）地的な面と（神に向かう）天的な面です。天と地の間に幕があり、キリストの肉体がその幕でした。イエス・キリストが十字架上で死なれた時、宮の中の幕は上から下まで裂かれました。今や、予型は現実に場所を譲りました。神を指し示す示唆にすぎなかったものは過ぎ去って、人は神に近づくことを許されました。私たちの主イエス・キリストの肉体は、神の現実と人とを隔ててきた人間的制限を物語っています。幕屋の聖所を見れば、人の制限のために設けられた天的事柄の数々の特徴や絵図がわかります。


  旧約聖書全体がこれらの実物教材を私たちに与えています。人は生来、神の事柄の現実の中に入れないからです。神は天的事柄について、地的表象によってしか、人に述べることができませんでした。人が子供を教えるように、神は神聖な事柄に関するこれらの絵図やたとえを与えることによって、人を教えなければなりませんでした。これが「聖所」の意味です。だれもその幕を通って入ることを許されませんでした。その幕が至聖所から聖所を分離しました。それらは地と天の型でした。


  さて、イスラエルはその生活によって、神の事柄の絵図、模型を示すことになっていました。イスラエルに起きたことは、私たちのためのたとえです。それゆえ、イスラエルの経歴は私たちにとって大いに意義深いです。私たちは新約聖書の光により、今や、これらの旧約聖書の予型の中に神聖な実際を見ることができるようにされているからです。


  一年に一度、贖いの日に、その幕は上げられました。多くの準備の後、大祭司は「至聖所」に入ることを許されました。しかしそれは一年に一度だけであり、その後、幕は再び閉ざされました。しかし贖いの日は、神の御旨のさらに深い何かを物語っていました。その日は、神の御旨によると、次の事実を指し示していたのです。すなわち、その幕は永遠に存続してはならないこと、むしろ、贖いがなされて、それによって天が永遠に開かれたままになるだろうことです。


  キリストが十字架上で死なれた時、その幕は裂かれました。神が永遠の時の前から計画しておられたことは、彼にあって成就されました。今や、神への道は永遠に開かれています！キリストにあって裂かれた幕がその道を開きました。彼は神の御子として肉身を取って来られ、だれもなしえないあの御業をなされました。復活したキリストにはもはや幕はありません。人の子として彼は私たちの人間的制限を受け入れました。人の子として彼は人の代表でした。しかし、神の子として彼は天とつながっていました。彼のパースンは幕屋の垂れ幕でした。彼は天と地の間に立ちました。人の限界と神の豊かさの間に、予型と現実の間に立ちました。彼が人々の間で生活された時、彼はたとえによって天の事柄について述べました。それらを理解できない人の数々の制約のためです。そこで、彼は天の事柄を地的な形で示されたのです。彼は言われました、「わたしがあなたたちに地の事柄を話しても、あなたたちは信じないのなら、わたしが天の事柄を話しても、どうしてあなたたちは信じるだろうか？」。彼が言わんとされたのは、「わたしが天の事柄を地的なたとえや型の形で述べても、あなたたちは理解しないのなら、わたしが天の言葉であなたたちに話した場合、あなたたちはどうやって理解するというのか！」ということでした。


  今や、これらの制限はすべて過ぎ去りました。キリストは真に「道」です。彼は、ご自身の肉体の幕を通って、最も奥にある聖所、すなわち至聖所の中に入り、その道を開かれました。私たちを神の直接的臨在の中に至らせる道である方は、十字架につけられたキリストです。


  彼が「わたしは真理です」と仰せられる時、その意味は、あなたが見ているものはすべて絵図の役割を果たす型や象徴にすぎないということです。それら自身は天の事柄ではありません。彼がこれらすべての事柄の実際です。彼の中に実際があります。祭司たちは、来る年も来る年も、幕屋の中で働きましたが、彼らの働きは「死んだ」働きであって、決して神との生ける合一の中に導けませんでした。今やキリストは「わたしは命です」と仰せられました。ただキリストの中にのみ命があります。山羊と雄牛の血や、その血の中にある命は、備忘録、型にすぎませんでした。キリストをおいて他にだれも命を与えることはできません。彼は生ける実際です。


  今や、天と地は復活・昇天したキリストにあって結ばれていることがわかります。彼は仲介者です。彼はヤコブが夢の中で見たはしごです。そのはしごの上を神の御使いたちが上り下りしていました。主はナタナエルに話された時、こう述べてそれに言及されました、「天が開けて、神の御使いたちが人の子の上を上り下りするのを、あなたは見ることになります」。べテルでは予型にすぎなかったことが、キリストにあって生ける実際となりました。彼は天と地を結びつけておられます。彼にあって――彼の性質の二つの面にあって――神と人は一緒にされ、天と地は結ばれます。彼は道です。天と地のための唯一の伝達路です。キリストとの合一は、開かれた天の下で、神の臨在の中に、新しい命のあらゆる実際の中に生きることを意味します。


  聖霊はこの根拠に基づいて私たちに与えられています。主イエスがヨルダン川でバプテスマを受けた後、聖霊が彼の上に臨みました。天が開かれて、聖霊が彼の上に下りました。今や、復活したキリストは開かれた天を意味します。油塗りの御霊が私たちの上に臨むのは、十字架につけられた御方が復活したからです。御霊は、神の御子が私たちのために開いてくださった開かれた天から出て、私たちに臨みます。


  しかし、油塗りにはどのような価値があったのでしょうか？それは私たちを神との天的合一の中にもたらします。主イエスは、「彼、御霊が来る時（中略）彼はあらゆる真理の中へとあなたたちを案内します」と言われました。ヨハネはこれを、「あなたたちが受けた油塗りが（中略）すべての事に関してあなたたちに教えます」と述べて確証しています。これは上り下りする御使いたちによって示されています。聖霊は私たちに伝達しておられますが、キリストは地から天に至るはしごです。このはしごはどこにあるのでしょう？この世にはありません。このはしごは私たちの心の中に設けられています。それは私たちの心の中におられるキリストです。私たちの心の中には、開かれた天からの道があります。それはキリストご自身であり、私たちをまさに神の臨在の中に導きます。聖霊はキリストと連携して動き、キリストが彼の御父との交わりの中におられるように、私たちをキリストとの交わりの中にもたらされます。


  キリストの十全性が、この基礎に基づいて私たちのために確保されています。私たちは天上にあります。キリストが私たちの中におられるからです。私たちの心の中には開かれた天からの道があります。彼のパースンに結合されるとき、諸々の制限は終わります。そこには神との直接的なじかの交わりがあり、聖霊は私たちに天の事柄を啓示することができます。


  こうして、すべてをキリストにあって神から直接受けることの意味を、私たちは理解します。私たちの内におられるキリストは、神を知る内なる知識、彼との心の関係を意味します。それは神からの内なる命、神の内なる力です。しかし、それは世が知らない、また知ることのできない奥義です。世は理解できません、私たちの主イエスは、罪は別として、その全く同じ生活基盤を、私たちがその中に生きている制限と共に、喜んで受け入れられたことを。それでも、御父との交わりの中で、彼は常にこうした制限を打ち破り、ただ御父だけからすべての供給、すべての豊かさを引き出して、それらを征服されたのです。彼が十分だったのは御父によりました。


  ですから、私たちは御霊により、私たちのあらゆる弱さに勝利する生活、キリストがすべてである生活、彼の勝利が私たちの勝利となる生活を送るよう召されています。十字架の御業は完了しています。幕は裂かれています。道は開かれています。


  このように、復活したキリストは私たちにとって開かれた天を意味します。そこでは、私たちはキリストにあって何でもできます。それは私たちが彼に栄光を帰すためです。すべてのものが彼にあって私たちに与えられています。そして、それは私たちにすべてのことを教える油塗りです。


  



  第五章 天的命


  「父は、ご自身の中に命を持っておられるように、子にも与えて、彼自身の中に命を持つようにしてくださいました。」ヨハ五・二六


  「彼の中に命があった。」ヨハ一・四


  「わたしは父のゆえに生きます。そのようにわたしを食べる者は（中略）わたしのゆえに生きます。」ヨハ六・五七


  「あなたは彼にすべての肉に対する権威を与えてくださいました。それは、あなたが彼に与えてくださったすべての者に、彼が永遠の命を与えるためです。」ヨハ十七・二


  「その証しとはこれです。すなわち、神が私たちに永遠の命を与えられ、そしてこの命が彼の御子の中にあることです。」一ヨハ五・十一


  「わたしは最初であり最後であり、また、生きている者である。わたしは死んだが、見よ、永遠にわたって生きている。」黙一・十七～十八


  前の章では、私たちが主イエス・キリストの内に持っている第一の供給源について取り扱いました。そして、それは開かれた天であることを見ました。今、第二の供給源、すなわち天的命の所有について考えることにします。


  先ほど読んだ聖書の最初の御言葉では、御父は御子に命を与えて、彼自身の中に命を持つようにされたこと、「彼の中に命があった」ことが述べられています。二番目のヨハネ一・四の節は、その命の働きを私たちに示しています。「彼の中に命があった。そしてその命は人々の光だった」。三番目の節はその命の御父に対する関係を私たちの前に示しています。主イエスは「わたしは父のゆえに生きます」と言われました。これは、彼の命は彼が持っていた御父との特別な関係に基づいていたことを意味します。ヨハネ十七・二の最後の部分は、彼には命を与える権威があることを私たちに示しています。「あなたは彼にすべての肉に対する権威を与えてくださいました。それは、あなたが彼に与えてくださったすべての者に、彼が永遠の命を与えるためです」。


  さて、この命の分与について、そして他の人々の中でのその働きについて、一ヨハネ五・十一～十二で私たちに示されています。そこには、「その証しとはこれです。すなわち、神が私たちに永遠の命を与えられ、そしてこの命が彼の御子の中にあることです。御子を持つ者は命を持ちます」とあります。最後に黙示録一章は、この命がその実際性に関して攻撃を受けて試される地点に私たちをもたらします。主イエスは「わたしは最初であり最後であり、また、生きている者である。わたしは死んだが、見よ、永遠にわたって生きている。そして、わたしは死とハデスの鍵を持っている」と言われました。主イエスの十字架において、この命は攻撃を受けました。地獄がその命を消すために立ち上がりました。そこで死の勢力との恐ろしい戦いがなされました。しかし、彼の中にある命が死を征服しました。なぜなら、それは破壊不可能な命だったからです。死はこの命に対して何の力もありませんでした。彼は死の領域の中に下って行きましたが、死を征服されました。なぜなら、「彼がその中に捕われることはありえなかった」からです。彼は死とハデスの鍵を持っておられました。鍵は権威の象徴です。今や、主イエスが鍵を持っておられます。この権威は、彼を通して死を征服した永遠の命に基づきます。


  私たちは今、これらの節の各々の意味を見て、少し詳しく考えることにします。


  まず、私たちの主イエス・キリストの中にある命は際立った要素であることに注意しましょう。それはキリストを人々の間で独特な者としました。彼は神の被造物の他のすべてとは異なっておられました。それはキリスト特有の命でした。この意味で、他のどんな被造物にも言えなかったこと、すなわち、「彼の中に命があった」と彼について言うことができました。主は、ご自身と他の者たちとの間に大きな違いがあることをご存じでした。人々は、彼の中には自分たちとは全く異なる何かがあること、自分たちにはそれを説明できないことに気づきました。この違いは教育や社会的地位とは何の関係もありませんでした。なぜなら、それは天然の領域に属していなかったからです。それは霊の領域のものであり、ただ彼の内にある命に起因するものでしかありえませんでした。この神聖な命が彼の知性を力づけたので、彼は常に他の人々と知的に対等だったものの、彼の知性は他の知性よりも優っていただけでなく、その種類も異なっていました。その秘訣は霊的視力でした。エルサレムの最高の宗教的権威たちが彼を捕えて、彼を罠にかけようとしました。しかし、彼は常に彼らから逃れました。なぜなら、彼の知性は神の御霊によって彼に供給されていた神の命によって力づけられていたからです。何回彼の敵たちは彼の前で唖然としたことでしょう！何回彼らは「どうしてこの人は学んだことがないのに文字を知っているのだろう」と言って彼の知恵に驚いたことでしょう。


  彼は知性と心の両方に関して優っておられました。彼の同情心とあわれみは神の命によって力づけられていたので、人のどんな同情心やあわれみよりも優れていました。彼の愛は異なる愛でした。彼は人々の手によって大いに苦しみましたが、決して同情心を失われませんでした。彼はエルサレムが自分を十字架につけることを知っていましたが、「エルサレム、エルサレムよ……」と言ってその都のために泣かれました。彼の心はあわれみによって突き動かされており、ご自身の者たちを忍ばれました。彼ら自身が彼について、「彼はこの世にいるご自身の者たちを愛して、彼らを最後まで愛された」と証ししていないでしょうか？彼らはこのような愛に値したでしょうか？彼らの内の一人は彼を否みました。それでも、彼は彼らやペテロに対するあわれみを決して失われませんでした。彼の心と同情心は、彼の御父の愛の高い水準に保たれていました。


  彼の意志に関しては、彼の行動は上からのこの命によって力づけられており、彼の確信に関しては、彼はあらゆる試みを経ても持ちこたえました。彼は決して彼の御父の信実さを疑いませんでした。


  私たちの主イエスの独特な命や性質の現われについて調べるには何時間もかかるでしょう。復活後の四十日の間、彼は多くの確かな証拠や、弟子たちと共に食べ飲みすることにより、ご自身が生きていることを示して、弟子たちを確立しようとされました。しかし五十日目は諸々の事実に優る最も大いなる日でした。その日、彼はご自身を彼らにとって内なる実際とされたのです。この五十日目がやって来た時、「ペンテコステの日が満ちた時」、復活した主が弟子たちの心の中に住んで彼らの命、彼らの力となるために到来されました。それは神の新創造でした。彼らの内におられるキリストという基礎に基づいて、彼らは彼の証し人に構成されました。


  御霊の務めは命の証しです。もし私たちの務めが証しでないなら、それは真の務めではありません。務めの核心は私たちの内におられるキリスト、彼の復活の表われです。私たちはキリストを命として示さなければなりません。なぜなら、彼の中に命があったからです。私たちがこのようにキリストに仕える時、彼は私たちを通して光、自由として明らかになります。主は「あなたたちは真理を知ります」と言われました。これは光です。「そして真理はあなたたちを自由にします」。これは自由です。務めは言葉の問題ではなく、言葉によるキリストの分与です。それはキリストについての情報や、麗しい話ではありません。務めは主イエスを示すことであり、キリストが私たちを通して復活の主として現れることです。


  これが教会の務めです。主の会衆は命を供給し、自分たちの内にあるこの命を生き生きと証しするよう召されています。私たちが主の御名の中に共に集まる時、それは私たちにとって命を意味してしかるべきです。主の民が彼の命の中で共に集まる所では常に、彼らの中の彼の命は新たに力づけられ、その力は新たにされます。私たちに知性は生かされ、雲は晴れ、体さえもその命の豊かさの益にあずかるようになります。おそらく主の民の中には、肉体的に疲れ、疲弊・落胆して、一日の終わりに共に集まる人々もいるでしょう。もし彼らの集まりがキリスト・イエスの中にある命の御霊によるものなら、彼らの体さえも生かされるでしょう。彼らは肉体的・精神的・霊的に新しくされて、集まりから去る時、新鮮で喜びに満ちているでしょう。なぜなら、彼らは命の中に共に集まったからです。これは、集会中ただ座ってメッセージを聞くのとは全く違います。多くの時、御言葉の務めは説教者に任されます。そして、人々は「話が面白くて目を覚ましていられるといいなあ」と期待しつつ、説教者から何かを受けるのを待っています。だれも何も貢献しません。団結してキリストの命を握りません。それはいつもと同じ昔ながらの習わしであり、何かを達成することを願う望みと共に始まり、常に落胆で終わります。


  さて、主は敵がご自身の復活の事実を隠そうとすることをご存じでした。「主はご自身の者たちの間で生きておられる」というこの確信をめぐって最大の攻撃がなされることを、主はご存じでした。そこで、主は彼らと共に長い間とどまって、ご自身の復活の証しを彼らの中に確立し、彼らをご自身の証し人とされました。しかし、敵の手段や方法は無数です。敵の策略の一つには二つの面があります。敵は霊的死の雰囲気であなたを包み込もうとするか――そこではすべてが全く死んでいるように思われますし、信仰は空虚な虚構となるよう試みられます――、あるいは偽りの命をもたらします。敵は聖書を用いて、感情を大いに張り詰めた雰囲気の中で掻き立てようとします――そこでは大きな魂の力が働いて、御霊の奇跡に似た奇跡を生み出します。しかし、それらは嘘、偽りのしるしにすぎません。


  あることが神からかどうかを知る唯一の道は、「これは私たちにキリストを供給するだろうか？」と自問することです。大事なのは感情を掻き立てることではなく、キリストが増し加わるようにすることです。経験にしがみつくことではなく、私たちの内にキリストを知る内なる知識を造り込まれることです。すべてを試す試金石は、私たちにキリストが供給されるかどうかです。霊的死はなんと身近なことか！主の復活の命に対して私たちの周りで戦いが常になされています。それは霊の命に立ち向かう霊的死です。死はきわめて執拗なものであり、私たちのすべての敵の中で最後のものです。「滅ぼされるべき最後の敵は死です」。


  私たちは次の事実の中に私たちの信仰を保たなければなりません。すなわち、イエス・キリストは復活されたこと、彼の中に私たちは命、新しい命、まさに神の命、永遠の命を持っているということです。


  次に、信仰の協力があります。私たちは自分の中にその命のための場所を設けなければなりません。受動的態度、内省の状態ほど致命的なものはありません。命は活動的です。私たちが信仰に触れるところではどこでも、活発な愛が生じますし、またそうでなければなりません。信仰は常に活動的です。なぜなら、愛はたんなる受動的なものではありえないからです。それは必ずしも外面的活動ではないかもしれません。時として、その活動は霊の姿勢、待つ状態にすぎないかもしれませんが、神の勝利は確かであると信じつつ、神の信実さはしくじることがありえないと堅く確信し続けます。


  私たちの命はたんなる抽象的なものではありません。それはキリストの内にある命、彼との交わりの中にある命です。そして私たちはキリストの生けるパースンに触れているので、不可視の世界の同じ供給源を私たちも利用できます。この供給源に基づいて彼は汲み出されました。「彼の中に命があった」。ですから、「神は私たちに永遠の命を与えてくださったこと、そしてこの命は御子の中にある」ことに対して、私たちは感謝でいっぱいですし、言い尽くせない喜びでいっぱいです。


  どうか主ご自身が、絶えず流れ込んで私たちに命を供給するこの秘密の泉である彼の復活の命の意義と価値を、私たちに教えてくださいますように。


  



  第六章 神との交わり


  「子は、父が行われることを見ないでは、自分から何もすることができません。（中略）なぜなら、父は子を愛して、彼ご自身が行われるすべての事を子に示されるからです。（中略）わたしは自分からは何も行うことができません。（中略）なぜならわたしは自分自身の意志を求めないで、わたしを遣わされた方の御旨を求めているからです。」ヨハ五・十九～二〇、三〇


  「彼、すなわち真理の霊が来る時、彼はあなたたちをすべての真理の中に案内します。なぜなら、彼は自分自身から語るのではなく、彼が聞くことを語るからです。」ヨハ十六・十三


  「命の霊の法則が、キリスト・イエスの中で、罪と死の法則から、私を自由にしました。」ロマ八・二


  「……彼は神をご自身の父と呼んで、ご自身を神と等しくされた。（中略）なぜなら、父は死者を起こして彼らに命を与えられるように、子も自分が与えたい者に命を与えるからです。」ヨハ五・十八、二一


  最初に、聖書のこれらの節を注意深く読んで心に留めるようお願いしたいと思います。御父と御子、御子と御父との間には素晴らしい一致があることがわかるでしょう。この一致は「もまた」というささやかな句によって表されています。


  特別に注意すべき点は、自分からは何も行えないことを主イエスが強調しておられることです。もしこの発言の重みが心に完全に迫るのを許すなら、私たちの黙想の最初に専念したこと、すなわち、主イエスは御父に絶対的に拠り頼む立場を自発的に受け入れられたことが新たにわかるでしょう。彼は自己を徹底的に空しくする立場を受け入れられました。彼の供給源は彼の中にではなく、御父の中にありました。「子は自分から何もすることができません」。彼ご自身のパースンの中には、事をなす供給源は何もありませんでした。事実上、彼は「すべての供給源は御父の中にあります。わたしはすべてを御父から引き出さなければなりません。御父なしではわたしは決して何もすることができません」と述べておられました。これを御子が述べておられるのは途方もないことです。それは御父との隠れた交わり・交流を実に決定的なものとします！しかし、御父とのこの完全な交わりの必要性こそ、彼の隠れた供給源の一つだったのです。


  さて、これらはたんなる事実であるだけではありません。彼と他の人々との間の大きな違いもわかります。天然の人は自分自身から行動します。天然の人の特徴は自己十全性です。彼は常に自分の供給源を自分自身の中に見いだします。私たちはこれをアダムに見ます。最初、ある時点に至るまでは、彼の供給源は神の中にありました。彼は神から指導と知恵を得ました。すべては神からでした。神に対する従順の道により、彼は神との交わりの中にありました。しかしその後、彼が自分自身から行動しだす瞬間が来ました。悪魔の巧妙なそそのかしにより、彼は自分自身で理屈を考え始め、とうとう自分自身の意志によって欺かれ、神に対する不信感が彼の心の中に忍び込みました。彼は物事を神の御手から奪って自分自身の手中に収めました。彼は神から自分の資源を引き出すのをやめて、自分自身の中に資源を持つことができると考えました。これが今日に至るまで、アダムの中にある天然の人の姿勢です。


  天然の人は自分自身の天然の知恵にしたがって働きます。彼は状況について合理的に考え抜き、その状況の利点と不利な点を見定め、自分が「常識」だと思うところにしたがって進もうとします。彼は自分自身の天然的な知恵と理性によって行動します。ある人々の場合、理性が彼らの中で最も強い部分です。彼らが事をなす供給源は彼ら自身の理性の中にあります。そして、彼らが考えて理解しようとするものしか、彼らにとって価値はありません。他のものはみな価値がありません。他の人々の場合、感情が最も強力な要素です。自分が感じるところにしたがって彼らは行動します。


  しかし注意してください。天然の人が歴史の中で発達していくので、この経綸の終わりには天然の人（堕落した状態にある人）がきわみまで発達することになります。自分自身から行動する独裁者たちや超人たちが登場するでしょう。自分自身が自分に対する法律となるので、彼らは他人に相談しません。彼らが感じ、願い、考えることは、なさずにはいられません。この状況は反キリストへと至ります。彼は自己充足の人であり、天然であるいっさいのもの――理性、願望、意志――の総計の象徴となります。彼は神を敬わず、神よりも大きくなります。人類の成熟に達した堕落した性質を彼は体現し、全人類を神に敵対させます。


  反キリストに言えることは、部分的に、人類のすべての構成員にも言えます。天然の人は自分自身から行動しますが、その結果は常に死です。もし私たちが自分自身の意志、自分自身の願望、自分自身の理性を物事に投影するなら、それらがどれほど生き生きとしているように見えても、その結果は死です。神から発するものだけが命です。これに関して、「子は自分からは何もすることができません」という主イエスの御言葉の意味には第一義的な重要性があります。他の人々が「自分にはできる」と信じたとしても、御子にはできません。これが主イエスと私たちとの大きな違いです。彼は御父から行動することしかできません。御父が彼を導かれる時だけ、彼は進むことができます。


  さて、これらの御言葉が語られたのは、無力な人の癒しの時でした。この出来事の背景は、その内的意義に関して多くの光を与えます。ここに、何年も無力だった一人の人がいます。彼は長年の間、癒されるために池に入ろうとしてきましたが、駄目でした。彼には全く望みがありませんでした。自分の助けは他の人にかかっていることを、彼は知っていました。彼はなんと哀れだったことでしょう。「水がかき立てられる時、私を池の中に入れてくれる人がだれもいないのです！」。彼の唯一の望みは他人でした。そして「だれもいない」ところに、ある日イエスがこちらの方にやって来て、彼に起きるよう命じられました。その無力な人はこの命令に関して議論せずに、「私は何回もそうしようとしてきましたができませんでした。そうする力が自分の中にないのです」と言いました。彼は自分の信仰をキリストの中に置きました。自分ではできなかったことを、彼は別の方――キリスト――の力の中で行いました。自分自身の自己を放棄して、彼はキリストを着ました。そして、自分の救いはこの別の御方の中にあることを彼は見いだしました。そこで、この御方に信頼して彼は立ち上がりました。キリストが彼の力になられたのです。これが命です。


  さて、この出来事はこの章全体の上に多くの光を投じます。ユダヤ人たちはこれに反対しました。なぜなら、彼らは外側の律法によって支配されていたからです。律法の要求は文字を実行することであり、その結果は命よりもむしろ死でした。「なぜなら文字は殺しますが、御霊は生かすからです」。ユダヤ人たちは、律法の代わりにキリストに働いてもらうよりも、むしろ、その人を死に至るまで絶望状態のまま放っておいたでしょう。キリストは内なる法則によって支配されていました。その法則は命の法則であり、それゆえ命をもたらしました。彼は言われました、「わたしの父が働いておられるので、わたしも働きます。（中略）なぜなら、父がなさることは何でも、子も同じように行うからです」。ここに御父と御子の素晴らしい一致、内なる法則、命における神との合一があります。この合一の中から神の数々の働きと、命の数々の現われが流れ出ます。


  律法とは何だったのでしょう？ユダヤ人の律法は「あなたは……しなければならない」と「あなたは……してはならない」から成っていました。しかし、ユダヤ人の律法は安息日に癒すことに反対しましたが、御父はそうではありませんでした。それは御父の御旨であり、主イエスは、神秘的な方法で、御父が働いておられること、御父がそれをなさることを理解されました。それで、癒しをなさったのです。主イエスを行動に促したのは、御父との内なる伝達・交わりの法則でした。彼は天然の知性や律法の文字によって支配されていませんでした。彼は御父の御旨が何か推論しようとしませんでした。彼の内にある命の御霊の法則が御父の御旨を彼に示したのであり、彼の行いに関する内なる確信を彼に与えたのです。そして、それは内なる聴力と視力に由来するものでした。彼は御父に関して、「わたしを遣わされた父が、わたしについて証ししてくださいます。あなたたちは彼の御声を一度も聞いたことがなく、彼のかたちを見たこともありません」と言うことができました。御父と御子の関係には、ある秘訣がありました。この関係における御子の力の隠れた源は、それが御霊による命の関係だったからです。


  さて、この同じ関係が私たちにも成り立ちます。ローマ人への手紙の中で使徒パウロは、「命の霊の法則が、キリスト・イエスの中で、罪と死の法則から、私を自由にしました」と述べています。罪の法則から自由です。死の法則から自由です。それはキリストによる、神の中にある命の自由です。


  ここで少し立ち止まるようお願いします。あなたはこれを真に理解しているでしょうか？それはあなたにとって内なる実際となったでしょうか？主イエス・キリストとの私たちの関係は、御父とのこの地上における彼の関係と全く同じ基礎に基づくことを、あなたは真に理解しているでしょうか？それは御霊の中にある命の関係です。すべてがそれにかかっています。それは私たちを新しい世界にもたらします。それはキリスト教的真理や教理を外面的に受け入れることと、御霊によって啓示されて造り込まれるものとを区別します。キリストとの私たちの関係は、私たちの内に働く命の御霊に基づきます。


  さて、この関係の効果について、少しばかり述べることにしましょう。それは命による関係であり、その証しは命です。主イエスの場合、これがいかにそうだったのかに注意してください。彼が「わたしの時」という表現を彼の生涯のあいだどれほど使われたのかは意義深いです。それは、彼の全生涯が御父によってどれほど支配されていたのかを、私たちに明らかに示します。彼の行動や動きは神の時によって導かれていました。時として、それは時や分の問題にすぎないこともありました。しかし、彼の生涯には全うされなかった瞬間はありませんでした。それにもかかわらず、彼は決して急ぎませんでした。彼の生涯のすべては、見事に時が定まっていました。時宜に適わないことはなく、常に時宜に適っていました。神の時ではない時に事を果たそうとすることは、死を意味したでしょう。カナで、生じた必要を満たすよう彼の母が彼を説得しに来た時、彼は「彼の時」――それはおそらく数分後のことだったでしょう――が来た時はじめて行動されました。さらに、彼の弟子たちが病で危篤のラザロを助けてもらうために彼を迎えに行った時、また、彼の兄弟たちが「あなたは弟子たちと共にエルサレムに上って祭りに行かないのですか」と尋ねた時、彼は適切な時、御父の命令を待ちました。これらすべての事例において、私たちは彼の内にあったこの同じ制約を見ます。彼は自分自身の理屈には従わず、御父が定められた時を待ちました。彼が語った御言葉についても同じでした。すべての言葉が御父からであり、彼自身からではありませんでした。時、行動、言葉――すべてが御父によって支配されていました。「わたしの父は働いておられます――わたしも働きます」。


  しかし、彼はどうやって御父の御旨を知ったのでしょう？まるで声が絶えず彼の元に届いて彼を導いたかのように、天然の耳で聞くことにはよりませんでした。キリストは御父の御旨を内なる命の御霊によって知りました。彼の内にある一つの命の交わりによって、彼は神の御旨と神の働きを知る内なる知識に導かれました。神の命はたんなる賜物や預金ではありませんし、私たちの中に退蔵しておくべきものでもありません。この命は私たちの内に働く力です。それは内なる命の御霊によって与えられる神の指示です。これらの手段によって神は支配し、命じられます。彼は私たちの内におられる命の御霊によって御旨を私たちに啓示されます。


  主イエスは内側の生かす御霊によって御父の御旨を知りました。まさに彼が言われたとおりです、「死者が神の子の声を聞く時が来ます。それは今です。そして、聞く者は生きます」。主イエスがここで述べているのは肉体的に死んでいる者のことではなく、霊的に死んでいる者のことです。また、彼が述べているのは音声のことではなく、内側の生かす御霊――それによって神の御子の声を聞くことができます――のことです。「わたしがあなたたちに話した言葉は霊であり命です」。それは内側に働く神の力です。神は私たちの心に語られます。私たちが新しく生まれたまさに最初の時から、私たちは自分の内側で語る神の語りかけを理解することを学ばなければなりません。御霊の言葉があります。私たちは自分の内におられる命の御霊の生かす働きに注意しなければなりません。神の御子の声を聞くのは、内側の生かす御霊によります。主の場合もそうでした。彼は自分自身の内におられる神の霊によって生かされました。主の場合に言えることは私たちにも言えます。私たちも同じように治めてもらわなければなりません。「神の霊によって導かれている者はみな、神の子です」。子たる身分は私たちの彼との関係によります。この子たる身分の保証は御霊によるのであり、御霊は私たちの霊と共に証しして、「あなたは神の子供です」と言ってくださいます。「それは私たちの内にある命の証しです。私たちは自分の霊の中で、自分が神の子供であることを知っています。私たちの罪深さ、私たちの過ち、私たちの欠点にもかかわらず、私たちはそれを知っています。私たちは彼から発する命の御霊によって治められています」。


  さて、述べてきたことをまとめると、キリストとのこの関係、この交わりを、私たちは復活の立場に基づいて利用できることがわかります。キリストは彼の命の中で、私たちを彼とのこの合一の中にもたらしてくださいました。これは三つの決定的段階を要求します。これらの段階はとても重要です。


  一．主とのこの関係は命の御霊においてでなければならないこと、これは事実であることを、私たちは明確に理解しなければなりません。私たちは誠実かつきわめて明確に理解しなければなりません。この関係は「私たちの内におられるキリスト」は事実であるということであり、すべては命の御霊によって支配されなければならないのです。


  二．私たちの中の命の御霊の法則に完全に従順でなければなりません。従順はキリストの生活の法則でした。彼は決して人々や環境によって影響されませんでした。人々が「このことやあのことをしなさい。他の人々もそうしています」と述べたとしても、彼は人々が自分の歩みを決定するのを許されませんでした。それがなすべきことの理由になることはありませんでした。彼は決して決定を人々に委ねませんでした。なぜなら、御父が望んでおられることを彼は自分の心の中で知っていたからです。彼はあらゆることで、神と共に働かれました。外観や他人からの言葉によってではなく、彼の中の命の御霊によって働かれました。彼は御父に完全に拠り頼んで生活されたのであり、彼のすべての御旨に完全に従順でした。


  三．御霊の中で歩むことが不可欠です。肉の中に生きてはなりません。肉の中に生きることは、事を自分自身から行うこと、自分自身の意志を行うことを意味します。しかし、御霊の中で歩むことはすべてを神から行うことであり、聖霊によって治めてもらうことです。


  最後に、御霊にあるこの命は発達・成長するものであることを忘れないようにしましょう。最初、私たちはこれを全く知りません。私たちは学ばなければなりませんし、学ぶ際、私たちはしばしば間違いを犯します。しかし、私たちが主に対して忠信で従順なとき、私たちは一歩ずつ導かれて、どのように御霊の中を歩むのかを学びます。私たちは経験によって学ばなければなりません。しかし、私たちが主イエスを知れば知るほど、彼の豊かな栄光の全き救い――それは私たちのためです――という事実の中に入れば入るほど、この命は私たちの中でますます成長します。そして、私たちは光の中を歩むようになり、したがって神の子らの自由の中を歩むようになります。


  御霊の中で歩むこの歩みは、私たちの生活の背景でとても素晴らしいものになる可能性を秘めています。なぜなら、私たちは自分の内におられる命の御霊――命におけるキリストとのあの隠れた関係と交わり――をますます知るようになるからです。


  



  第七章 隠されたマナ


  「神のパンとは、天から下って来て、世の人に命を与えるものです。（中略）わたしが天から下って来たのは、自分の意志を行うためではなく、わたしを遣わされた方のみこころを行うためです。（中略）わたしの父のみこころは、子を見て彼を信じるすべての者が永遠の命を持つことです。わたしの肉はまことの食物であり、わたしの血はまことの飲み物です。」ヨハ六・二八～三四、三八、四〇、五三～五八


  「だれでも彼のみこころを行おうとする者は、その教えについて、それが神からのものか、わたしが自分から語っているのかわかります。」ヨハ七・十七


  「わたしの食物とは、わたしを遣わされた方のみこころを行い、彼のみわざを成し遂げることです。」ヨハ四・三一～三四


  私たちの主イエスのこの発言は、三つのことを示唆しています。


  第一に、主イエスには隠れた力の源がありました。「わたしには、あなたたちの知らない食物があります」。


  第二に、神のみこころと命との間にはある関係がありました。この時、主イエスは空腹でとても弱っておられたことを、私たちは覚えています。彼は旅の疲れで井戸のところに座られました。弟子たちが町で食物を買って戻ってくると、彼らは彼が大いに回復しておられるのを見いだしました。「だれかが彼に何かの食物を持ってきたのだろう」と彼らは思いました。しかし、彼の命が新たにされたのは御父のみこころを行ったためであることを、主は彼らに説明されました。これは、神の御心を行うことと「命」との間の密接な関係を示しています。


  第三に、この間にある関係は、神の御旨とその成就でした。「わたしの食物とは、わたしを遣わされた方のみこころを行い、彼のみわざを成し遂げることです」。御父のみこころは神の御旨を意味し、主イエスは「わたしはこの御旨と関係がある」と述べておられます。この神の御旨を成し遂げることに、彼は地の物事よりも大きな満足を覚えました。彼は神のみこころを行うことの中に彼の命を見いだされたと言えます。


  ですから、私たちにとって重要な一つの要素は、従順は神の豊かさへの道であるということです。主イエスの場合、そうでした。彼は「なぜなら、わたしの父のみこころは、子を見て彼を信じるすべての者が永遠の命を持つことです」と言われましたが、これは、キリストとの合一は神のみこころによると私たちにとって命を意味することを、明らかに示しています。ですから、神の御心は御子との生き生きとした関係と一つの中にあります。


  さて、食物を摂るのは自分の命を維持するためです。それは私たちの必要を満たし、私たちの発達・成長に役立ちます。しかし、これはみな神のみこころと関係しています。神のみこころを行うことは、生きるために食物を摂ることと似ています。私たちが神のみこころを行う時、私たちは自分の命を維持するものを摂っているのです。私たちの必要は満たされます。霊的成長が維持されます。主イエスはご自身について、「わたしは父のゆえに生きます」「わたしを食べる者はわたしのゆえに生きます」と言われました。主イエスは御父との合一のゆえに生きました。そして、私たちは御子との私たちの合一のゆえに生きます。


  この合一に必要不可欠なものは従順です。サタンが主――最後のアダム――の命を損なうためにやって来ました。それは最初のアダムを損なうのに成功した方法によってであり、神に対して不従順にならせることによってでした。しかし、主イエスは神の御言葉に訴えることによって悪魔を対処されました。三回彼は悪魔に「こう記されています」と言われました。これによって彼の命は維持され、暗闇と死の君は征服されました。


  啓示された神のみこころに対する従順は死からの解放を意味します。これが、命の維持という句で私たちが言わんとしていることです。神の御子は全生涯この姿勢を保たれました。死に至るまで、実に十字架の死に至るまで従順だったので、彼は死を征服されました。それゆえ、彼は永遠に生きます。ですから、命の問題においては、すべてが従順と関係しています。神に対して従順でなくなるやいなや、私たちは自分の内にある主の命を停止させて、前進できなくしてしまいます。従順は命です。


  この霊の糧は私たちの命を維持するだけでなく、私たちの命を増し加えます。それは私たちをキリストの豊かさの中に導きつつあります。私たちはこの糧を摂ることによって成長します。そして、命は従順によって増し加わります。ピリピ二章は、主イエスは御父に徹底的に従われた、と私たちに告げています。「それゆえまた神は彼を高く上げて、あらゆる名に優る名を彼に与えられました」。これは従順から生じた豊かさです。新たな従順の行いのたびに、私たちはキリストのさらに大きな豊かさの中に、霊的拡大の中に導かれます。しかし、不従順は制限をもたらし、命の流れを差し止めます。


  ですから、霊の食物とは、あらゆることで彼に対して従順になって、彼のみこころを行うことです。霊の養いは、キリストの復活における私たちの彼との合一と関係しています。それは、死と復活におけるキリストに基づいて生きることです。ヨハネ六章の背景には過越があります。それが霊的に意味するものとの関連で、主イエスは大群衆を養われました。ユダヤ人たちは過越の小羊を食べようとしていました。しかしその出来事の前に、ここに飢えた群衆がいます。そして、彼――神の小羊――は「わたしは命のパンです」と述べてパンで彼らを養われます。彼はこれを過越、十字架、ほふられた小羊と結び付けて、事実上、「わたしはあなたたちのものです。わたしの死と復活の中で、すなわちわたしの中で、あなたたちは命を得ます」と言われました。それは私たちに分与されるキリストです。


  さて、ヨハネ六・二七に注目すべき句があります。そこで主は、「朽ちる食物のためではなく、永遠の命に至る永存する食物のために働きなさい。これこそ、人の子があなたたちに与えるものです。それは彼に、父が証印を押されたからです」と述べておられます。主がこの御言葉を語られた人々は、主が言わんとされたことをよく知っていました。過越のために小羊なら何でも食べてよいわけではないことを、彼らは知っていました。それは傷の無いものでなければなりませんでした。次に、小羊はみな宮に連れてこられて、全く完全かどうか祭司たちに検査されなければなりませんでした。そして、それが要求される条件に適っているなら、祭司たちはその小羊に宮の証印を押しました。そして、小羊はほふられました。その証印の意味をすべての人が知っていました。ですから、主イエスはこのおなじみの慣習を取り上げて、それをご自身に関連付けて、「彼に、父が証印を押されたからです」と言われたのです。キリストは、御父が「全く完全である」と宣言された者として、彼の民に彼ご自身を与えようとしておられました。彼は彼らの食物となるために彼ご自身を与えようとしておられました。それは彼らが彼によって生き、彼が御父に対して従順だったように彼に対して従順に歩むためでした。


  私たちも私たちの主イエスを信じる信仰によって「証印を押され」ます。使徒パウロはエペソ人に、彼らは約束の御霊によって「証印を押されて」いる、と書き送りました。神は彼らがご自身のものであることをご存じです。私たちは彼のものです。私たちが御父の証印を受けているのは、彼が私たちを選ばれたこと、私たちは愛されている方にあって受け入れられていること、彼は私たちを拒まれなかったことの保証としてです。私たちはキリストにあって完全な者として受け入れられています。キリストとの完全な交わりは、彼への徹底的明け渡し、個人的なものや自己の意志をすべて放棄すること以外の何ものでもありません。それは私たちが「私はキリストと共に十字架につけられました。キリストが私の内に生きておられます」と真に言えるようになるためです。


  食物と飲み物は霊的なものです。それは「キリストの中に」住むことを意味し、私たちの生活のあらゆる部分で御父の御旨を行うことと関係しています。しかしここで「私たちは生きることを本当に望んでいるだろうか？」という疑問が生じます。覚えておいてください。私たちが真に「生きる」のは、私たちが私たちの主のみこころを成し遂げるとき、私たちの命となることを主イエスに許すとき、彼に完全に従順であるときだけです。私たちの意志は腐敗した意志です。個人的願望は常に腐敗しています。私たちは肉です。しかし、「キリストの中」にそのようなものがあってはなりません。罪は十字架で対処され、裁かれました。そこで、キリストの完全な人性は最後まで保たれ、どんな腐敗からも自由だったことが明らかにされました。今や、神の完全な小羊が私たちのために与えられています。彼を受け入れること、彼の中に住むことを、私たちは許されています。神のみこころを完全に成し遂げた御方が私たちの中に住んでくださいます。それによって私たちは成長します。彼の肉を食べ彼の血を飲むことは彼の中へと成長し込むことを意味します。それは私たちの内にある彼の力が明らかになるためです。私たちが彼の似姿に変容されるまで、彼のかたちが私たちの中に見えるようになるまで、彼は増し加わるでしょうし、増し加わらなければなりません。


  さて、私たちに対する神の御旨は何でしょう？主イエスは、御父のみこころは「彼の御業を成し遂げること」である、と言われました。その御業とは何だったのでしょう？もう一度四章を見て、サマリヤの女の必要を見ることにしましょう。彼女は真の命を知りませんでした。彼女が井戸に来た時、彼女は大きな必要を抱えていました。命に関する主との会話に導かれて、彼女はキリストが命であることを最終的に理解しました。「わたしを信じる者は永遠の命を持ちます」。そして女は信じました。弟子たちが町から戻って来ると、彼らは主イエスが驚くほど回復しておられるのを見いだしました。彼は満足しきっておられました。なぜなら、彼は御父のみこころを成し遂げたからです。そのみこころとは何だったのでしょう？それは、御父が彼に与えられたすべての者に命を与えることでした。


  神の御業は哀れな魂を導いて、キリストにある命を知るようにすることです。私たちが他の人々に対する命の経路となって自分の務めを果たす時、これは他の何ものにもまして満足を与えるものであることがすぐにわかります。一人の魂をキリストに導くなら、なんという満足が得られるのかがわかります。必要を抱えている魂に神の命をもたらすことは心を大きな喜びと満足で満たすため、地的願望は消え失せます。哀れな罪人たちをキリストに導くよう努めようではありませんか。なぜならその働きの中にある時、真の命とは何か、御父のみこころにささげられた、神に対して完全に従順な命とは何か、わかるようになるからです。これが主イエスの命の法則でした。これは隠されたマナ、私たちの命を支える秘密の食物です。主を知らない人々はこれについて何も知りません。しかし、キリストによって生きている人はこの食物を知っています。神の御心を行うことは命であることを知っています。私たちが神の命に従順であればあるほど、ますます彼の命の川々が私たちの内に流れます。この類の食物を求めようではありませんか。この食物を世人は知りませんが、この食物について主は「わたしの食物とは、わたしを遣わされた方のみこころを行い、彼のみわざを成し遂げることです」と言われました。


  「なぜなら私たちは彼の傑作であり、良い働きのためにキリストにあって創造されたからです。神は、私たちがそのよい働きの中を歩むように、あらかじめ備えてくださったのです。」（エペ二・十）


  



  第八章 「わたしの平安をあなたたちに与える」


  「……あなたたちは自分の魂に安息を見いだします。」マタ十一・二九～三〇


  「……真理はあなたたちを自由にします（中略）ですから、子があなたたちを自由にするなら、あなたたちは本当に自由なのです。」ヨハ八・三二、三六


  「平安をわたしはあなたたちに残します。わたしの平安をわたしはあなたたちに与えます。」ヨハ十四・二七


  「これらのことをわたしがあなたたちに語ったのは、あなたたちがわたしの中で平安を持つためです……。」ヨハ十六・三三


  これらの節は私たちに、イエス・キリストの供給源のもう一つの特徴への鍵を与えます。それはすなわち、密かな安息と自由です。私たちの主イエスの生活は霊の平穏さと心の真の安息によって特徴づけられていました。彼の生活の中にはそうさせなくするものがたくさんあったにもかかわらず、これに疑いはありません。彼の上に課せられた要求は巨大でした。なすべきことがたくさんありました。しかし、彼は決してそれによって打ちのめされませんでしたし、決して悩まされませんでした。彼は全き心の平安と安息の中で、それを通り抜けられました。聖書には「主イエスが走った」とは記されていない、とだれかが述べたのも至極もっともです。彼には時間が足りなくてあせることは決してありませんでした。彼の全生涯は内なる安息と平安によって特徴づけられていました。


  この問題を調べると、主イエスはこの安息と平安を三つの領域で享受されたことがわかります。この三つの領域で彼はどの人とも異なっていました。


  第一に個人的な罪の領域で、彼は完全な安息を持っておられました。彼は個人的な罪の問題によって決して悩まされませんでした。彼の平安は内なる罪によって決して乱されませんでした。彼の中には罪がありませんでした。彼はしばしば間違った道を取るよう圧迫されました。しかし、彼は決してこの誘惑に屈しませんでした。そして彼には苦難に耐える力があったので、彼は自分自身を救うよう誘惑されました。この誘惑はある日ペテロを通してやって来ました――それは彼を十字架の道から逸らすための誘惑でした――彼の弟子は彼に言いました、「主よ、とんでもないことです。そんなことがあなたに起きるはずはありません」。彼には苦難に耐える力があったので、敵によって誘惑されえたのです。それは外側からの誘惑でした。しかし、それは彼の内なる平安を乱せませんでした。なぜなら、彼は御父のみこころに委ね切っておられたからです。御父に対する彼の忠誠によって、誘惑は失敗しました。彼の平安の秘訣は御父との合一でした。


  次に、彼ご自身の存在と性質の領域がありました。キリストは統一のとれた人物でした。彼の魂は統一のとれた魂であり、彼の思いは一つ思いでした。彼の中には、相争う二つの考えはありませんでした。彼ご自身の考えと彼の御父の考えとの間に争いはありませんでした。彼の心も分かれていませんでした。彼には相争う二組の願いはありませんでした。さらに、彼の意思は一つであり堅固でした。彼の意思と御父のみこころとの間に争いはありませんでした。


  彼が通られた誘惑はみな、彼を彼の御父から引き離すためのものでした。彼の御父からでは全くない願い、考え、意志を持たせるためのものでした。しかし、そのような姿勢は彼にとって論外でした。彼の御父のみこころから逸れることは全くありませんでした。そのすべての背後には、彼の御父を信じる完全な信仰と彼の忠信さがありました。彼が苦しまれた時、それは神のみこころにしたがってであり、彼ご自身のみこころと争っていたからではありませんでした。苦難は彼を際立たせましたが、決して彼を逸らしませんでした。彼の生活の中には、あつれきや神との内なる論争は全くありませんでした。彼は全く安息しきっていて調和が取れていました――統一のとれた人物だったのです。


  私たちの生活における平安の欠如の多くは、私たちの統一性の欠如に由来します。私たちは自分自身の考え、自分の願い、自分の意志との争いの中にあります。私たちは二つの方向に引き裂かれており、私たちの中で争っている物事のゆえに悩んでいます。多くのとき、私たちは相争う二人の人のようであり、安息のない状況の中にあります。同じことが神との私たちの関係でも起きます。私たちの思いや願いは神の思いや願いと争っています。主イエスの場合とはなんとかけ離れていることでしょう！彼は内なる平和の意味をご存じでした。


  主イエスが完全な安息と自由を享受された三番目の領域は、律法の要求の領域でした。「あなたは……しなければならない」「あなたは……してはならない」を伴う律法、なすべき無数のことやしてはならない無数のこと、モーセの律法がユダヤ人に課した規則や遵守事項はみな、大きな重荷でした。そのどれか一つでも破るなら、全体に関して有罪となりました。次に、律法学者やパリサイ人たちによる律法の解釈と適用がありました。彼らに対して主イエスは言われました、「まことに、あなたたちは重くて負いきれない重荷をくくって、それを人々の肩に乗せています」。


  その領域で主イエスは完全に安息しておられました。彼は決して律法に束縛されませんでした。彼は律法の要求を成就して生活されたので、他のだれにもない確信と堅固さがありました。なぜ律法が与えられたのでしょう？何の目的のためでしょう？たった一つの目的のためです。律法の意図は神の地位と神の権利を確保するためだったのです。さて、律法の要点は偶像崇拝に反対することでした。偶像崇拝はとても広範に及んでいます。それは、神からその地位を奪うための悪魔の目論見に沿っています。貪欲、すなわち自分のために物を欲しがることは偶像崇拝です。不敬は偶像崇拝です。神を礼拝しないようにさせます。情欲、すなわち肉を満足させることは神の地位を奪います。多くの形の偶像崇拝があります。これらの「あなたは……しなければならない」「あなたは……してはならない」を見れば、それらはみな偶像崇拝と関係していることがわかります。それは神の地位と権利を奪います。


  さて、神は主イエスにあってご自身の完全な地位と権利を獲得されました。彼は律法を必要とされませんでした。彼は霊の中で律法を完全に成就されたからです。彼は高次の法則によって律法の働きから解放されていました。律法遵守の問題に関して、彼の心は完全に安息していました。彼にあって、律法の最も深い意義が確立されました。神の地位と権利がキリストにあって完全に確保されたのです。


  ヘブル人への手紙には、安息について多く記されています。彼の安息が私たちの安息でなければなりません。「私たちは罪なき完全の状態になければならない」とか、「私たちが再び罪を犯すことはありえない」とあなたたちに告げる気はありません。しかし、罪の問題は真っ先に対処されなければならないことを、私たちは認めなければなりません。私たちの罪はすべて、キリストにあって除き去られました。イエス・キリストは私たちを一度かぎり永遠に罪から解放してくださいました。「ですから今や、キリスト・イエスの中にある者たちには何の罪定めもありません」。何の罪定めもない！なぜでしょう？キリスト自ら過去・現在・未来の罪の問題を永遠に対処されたからです。罪のゆえに私たちを神から隔てていたものはすべて赦されています。そして、私たちは信仰によって神の御前で完全に義なる地位に置かれています。私たちが再び罪を犯した時でも、永遠の赦しがあります。私たちの贖いは永遠の贖いです。なぜなら、「もし私たちが自分の罪を告白するなら、彼は信実で義であられるので、私たちの罪を赦し、すべての不義から私たちを清めてくださいます」「御子イエスの血は私たちを清めます（清め続けます）」と記されているからです。それは今や、彼との私たちの合一の問題です。キリストとのこの合一の中にとどまるなら、五分間も罪定めの下にいる必要はありません。失敗した時でも、自分の罪を認めて告白するなら、それらは赦されます。ですから、内側の平安と自由の基礎はキリストにあります。私たちが解放されるのはキリストを通してであり、キリストにあってです。私たちはローマ八章を真剣に受け止めなければなりません。その上に立って喜びに満ちていなければなりません。「ですから今や、キリスト・イエスの中にある者たちには何の罪定めもありません。命の御霊の法則がキリスト・イエスの中で罪と死の法則から私を解放したからです」。これは地位に由来する状態です。「キリストの中に」自由があり、そこに罪定めはありません。キリストが御父の中に住んで罪に対して完全な平安を持っておられたのと同じように、私たちも――キリストの中に住むことにより――完全な平安を持つことができます。それは私たちから罪が放逐される平安ではなく、御血の清めの効力の継続に由来する平安です。


  しかし、どうやって私たちは自分の分裂した性質を経験的に克服して、このような一つ、このような安息、このような平安の中に入ればいいのでしょう？その方法はまさに次のとおりです：主イエスが私たちの心の中で優勢になるにつれて、私たちはますます彼と一つになります。私たちが彼に服せば服すほど、思い・心・意志のすべての葛藤は止みます。キリストの姿勢は御父への絶対的明け渡しでした。彼は何ものも差し控えず、御父のすべてのみこころを行う用意がありました。それに関して何の葛藤もありませんでした。彼の全存在は御父と一つでした。私たちが自己の命を去らせて、キリストに私たちの内で支配してもらうようになるにつれて、彼は内側の葛藤をすべて終わらせてくださいます。全く主のものである心は安息している心であり、キリストのかたちに同形化される心です。主は「わたしの荷を負いなさい」すなわち「わたしと完全に一つでありなさい」と言われました。くびきは二者を一つにします。そのため、旧約聖書では釣り合わないくびきを用いること、ロバと雄牛を一つのくびきの下につなぐことを禁止していました。なぜなら、この二者は全く異なるものだったからです。そのようなくびきは両者を引き裂いて傷つけます。しかし、私たちは主イエスと一つのくびきを共にすることが許されています。このくびきは一つ、交わり、一つの意志によって治められることを物語っています。このようにして、私たちは自分の魂に安息を見いだします。


  ですから、律法の領域における平安に関して、安息日を守ることに関する問題は、主イエスを少しも悩ませませんでした。人民の支配者たちは絶えず彼に律法を押し付けましたが、神は彼の中で完全な地位と権利を得ておられました。彼の人生は日々刻々、彼の神、彼の御父のものでした。彼は御霊の中で律法を完全に満たされました。パリサイ人たちは外面的な形式、文字を守ることを要求し、そうすることによって、安息日の御霊に対して罪を犯しました。律法の下にあるクリスチャン、それゆえ束縛の中にあるクリスチャンが大勢います。この束縛から逃れる道はキリストです。キリストがあなたの心の中で主であられるなら、安息日に関して心配する必要は全くありません。律法が与えられたのは、神の地位と権利を神のために確保するためです。キリストが私たちの生活の中で主であられるなら、私たちは安息日を守っているのです。キリストが主である者たちには、毎日が安息日なのです！もし私たちが律法の真の霊的意義の中に生きているなら、外面的形式、文字について心配する必要はありません。私たちは文字に関しては間違っているかもしれませんが、それでも神の御前では正しいのです。大事なのは霊的意義――命――神との私たちの合一であり、私たちの内で働くことを彼に許すことです。キリストは文字による安息日を破りましたが、全宇宙の中で彼ほど完全に律法を成就した者はいません。彼は「あなたたちは真理を知り、そして真理はあなたたちを自由にします」と言われました。キリストは真理であり、たんなる文字を超越しておられます。キリストが私たちの中に住んでおられるなら、私たちは彼の安息と平安の中に生きることができます。こうして、罪は私たちに対して何の力も持たなくなります。私たちは自分自身に関して心配する必要はありません。私たちの日々の生活の失敗について恐れる必要はありません。


  キリストは私たちの平安です。キリストは私たちの安息です、安息と自由は常に力を意味します。もし私たちに安息がないなら、私たちは効力に欠けます。キリストは私たちの十全性です。なぜなら、私たちの供給源はすべて彼の中にあるからです。


  どうか主が彼ご自身の平安の中に私たちを導いてくださいますように！


  



  第九章 子たる身分の意味と価値


  「父のほか、子を知る者はなく、子のほか、父を知る者はいません……。」（マタ十一・二七）


  「いまだかつて、神を見た者はいません。父のふところにおられるひとり子（逐語訳では「生み出された唯一の子」）、この方だけが父を示されたのです。（中略）私は見たので、この方が神の御子であると証しをしたのです。」（ヨハ一・十八、三四）


  「信じない者はすでに裁かれています。なぜなら、神のひとり子（逐語訳では「生み出された唯一の子」）の御名を信じなかったからです。（中略）父は御子を愛しておられます（中略）御子を信じる者は永遠の命を持ちます。」（ヨハ三・十八、三五～三六）


  「父は子を愛しておられます（中略）子も自分が与えたい人に命を与えます。」（ヨハ五・二〇～二一）


  「あなたは神の子を信じますか？」（ヨハ九・三五～三七）


  「この病気は死に至るものではなく、神の栄光のためであり、神の子がそれによって栄光を受けるためのものです。」（ヨハ十一・四）


  「……あなたの子の栄光を現わしてください。それは、子があなたの栄光を現わすためです。」（ヨハ十七・一）


  「……それは、彼らが神の奥義なるキリストを知るためです。この御方の中に知恵と知識のすべての宝が隠されています。」（コロ二・二～三）


  「愛する者たちよ、今や、私たちは神の子供たちです。」（一ヨハ三・一～二）


  「御霊ご自身が私たちの霊と共に、私たちが神の子供たちであることを証ししてくださいます。（中略）解放されて（中略）神の子供たちの栄光の自由の中に入ります。」（ロマ八・十六、二一）


  「……それは、あなたたちが責められるところのない無害な者、すなわち傷のない神の子供たちとなるためです。」（ピリ二・十五）


  「……イエス・キリストを通して、私たちを子たる身分へと、彼ご自身へとあらかじめ定めてくださいました。」（エペ一・五）


  私たちの十全性である栄光のキリストに関する黙想を続けることにします。私たちは今、彼の供給源の別の特徴に来ます。それは子たる身分と関係しています。


  第一に、人の子そして神の子という私たちの主イエス・キリストの称号の間には違いがあることに注意しましょう。それらは真理と御業の二つの面を含んでいます。


  神の子として、主イエスは、肉において現わされた神ご自身という真理の面を表しています。堕落以降、神はご自身の働きを決して再び人に任されませんでした。「神はキリストの内におられました」。キリストはインマヌエル、すなわち、神われらと共にいますでした。人の子という称号はキリストの別の面を私たちに示します。神は人の形で、そして人のために、人が失ったものを回復されます。これは神が人としてこの地に下って来られたことを意味します。神は人を贖うために人と一つになられました。しかし、「人の子」というこの称号は、通常の人の水準を遥かに超えています。私たちの主イエス・キリストは、性質的に他のすべての人を遥かに上回っておられます。彼は天から下った人の子です。あるいは、聖書が述べているように、「天にある」人の子です。これは他のどの人にも言えません。彼らはみな地からです。キリストだけが「ひとり子」として天から下られました。この意味を理解することが重要です。


  主イエスは、生み出された唯一の子（the only begotten Son、邦訳では「ひとり子」とよく訳されています：訳注）ではありませんでした。この表現は生むこと（begetting）とは無関係です。なぜなら聖書は、信者はみな神から生まれた、と私たちに告げているからです。さて、これはそういう意味ではありません。この表現は誕生の種類と関係しています。主イエスは独自に生み出されました。彼はこの類の生まれ方をした唯一の方でした。そのような者として彼は独特です。私たちはみな、キリストの御言葉と御霊を通して生まれました。しかし、私たちはみな、もともと罪人です。なぜなら、「肉から生まれる者は肉」だからです。ですから、パウロは「キリストにある」私たちについて、「体は罪のゆえに死んでいても、霊は義のゆえに命です」と述べています。これに対して、私たちの主イエス・キリストの受肉は独特でした。罪深い肉の様で来臨された方の中に、罪はありませんでした。神の御子は一度かぎり永遠に、そして独特な方法で誕生されました。これが「生み出された唯一の子」の意味です。彼は天から出た人の子です。彼の称号は両方とも神聖であり、天に属します。人の子また神の子として、彼は他のどの人とも異なっておられます。私たちはこの二つの称号を分けてはなりません。


  実際的適用に関しては、主イエスは神の子だったという事実に、とても多くのことが関係しています。主イエスがどれほどご自身の子たる身分に言及しておられるのか、彼にとってどれだけ多くのことがそれにかかっていたのかに注意してください。それは彼にとってすべてを意味しました。もし彼がそれをご存じでなければ、彼は彼の人生を特徴づけている主要な力を持たなかったでしょう。彼は勝利の生活を送り、力強く効果的に働かれました。なぜなら、自分が御父とのこの本質的関係にあることをご存じだったからです。


  私たちは私たちの主イエス・キリストを通して神の子供たちである、という生き生きとした知識から自分の力を引き出すよう、私たちも熱心に努めましょう。自分は神の子であるというまさにこの知識が、彼に素晴らしい力をもたらしました。この知識により、彼は人としてだけでなく地位的にも他のすべての人より優る者となられました。それは正しい優越感であり、深甚な謙遜という特徴を帯びていました。彼は自分自身について「わたしは柔和で心のへりくだった者です」と真に言うことができました。しかし、彼には素晴らしい力と威厳がありました。人から蔑まれ、地的地位は何もありませんでしたが、彼は王のように自分の頭を上げることができました。自分はだれも持っていないものを持っているという自覚には、何の自惚れもありませんでした。それは彼を「劣等感」から救いました。劣等感は決して謙遜の印ではありません。自分には天から与えられた使命があることを彼はご存じでした。彼には人々の間に立つ完全な権利がありました。彼は貧しい人にも富んでいる人にも、彼ら全員に対応することができました。なぜなら、神が自分を遣わされたことを彼はご存じだったからです。人々は彼の中にあるこの力を認めました。彼が帯びていた威厳と力を彼らは感じました。そのため、彼らは彼について、この方は「律法学者たちのようではなく権威を持つ者として」語っています、と述べざるをえませんでした。自分が語った言葉と自分が取った道について、彼には完全な自信がありました。その理由は彼の何たるかにあります。「わたしは天から下ってきました」。子たる身分によって彼はこの力――彼が御父に対して持っていた素晴らしい関係――を得たのです。


  さて、この神の子たる身分の霊的価値は私たちのものです。これは高ぶりや偽りの存在を意味しません。私たちは彼のように、人々の間で柔和で、心のへりくだった控え目な者でなければなりません。決して自惚れてはなりませんが、私たちは神の子の力を持たなければなりません。私たちは決して自分の証しについて弁解してはなりません。私たちは神の子たちです。ヨハネは言います、「見よ、私たちが神の子供たちと呼ばれるために、なんという愛を御父は私たちに与えてくださったことでしょう。私たちは神の子供たちなのです」。これは神のすべての子供たちに言えます。子たる身分は御父の特別な愛に基づきます。「父は子を知っておられます」。私たちも彼に知られています。世は私たちを知りません。世は私たちのことをとても哀れな輩と見なすかもしれませんが、世は彼を知りませんでした。しかし、御父はご自身の子供たちを知っており、愛しておられます。これが私たちの力です。


  次にまた、子たる身分は復活の基礎であることに注意しましょう（ロマ一・四）。全被造物は神の子らの現われを待ち望んでいます。なぜなら、全被造物は彼らのために創造されたからです。しかし、全被造物は今、虚無に服しており、厳しい制限の中に置かれています。なぜなら、（神の創造の冠たる）アダムが堕落した時、全被造物は彼と共に堕落して、子たる身分は保留されたからです。その結果、全被造物が苦しんでいます。今に至るまで全被造物はうめき苦しんでおり、神の子らの現われを待ち望んでいます。しかし、神の子らが現わされる時、その時、被造物も罪の呪いと死の呪いから解放されて、栄光の中にもたらされます。このように、数々の高度な特権が子たる身分と関係しています。全被造物が私たちにかかっています。全宇宙が神の子らの現われを待ち望んでいます。私たちの子たる身分の途方もない意義と使命をどうして軽視できるでしょう？私たちが人々の間にいるからには、世のための途方もない責任が私たちと関係しています。これは言い尽くせないほど偉大なことであり、自尊心とは無縁です。なぜなら、神がそれを意図されたからです。それは、この宇宙のすべてのものが私たちと私たちの子たる身分によって決まるためです。私たちは神から生まれました。それは、神の御子の似姿に同形化されるためです。彼の中へと成長し込むことにより、私たちは神の子らのために定められた天的召しの高い地位につくことを許されます。


  今や、子たる身分は神の活動の基礎です。子たる身分の地位・使命は、「公的」任命とは何の関係もありません。私たちに対する神の取り扱いは、公的立場に基づくものではありません。神が私たちに関心を寄せておられるのは、私たちが何らかのキリスト教の働きに携わったり、特別な役職を示す或る名称を名乗っているからではありません。奉仕者やキリスト教の働き人であることは、神が特別に私たちを通して働かれることを意味しません。私たちに対する神の取り扱いは、神の子供たちとしての、私たちの彼との関係に基づきます。彼は私たちを子たちとして扱っておられます。それは霊的なことであって、役職の問題ではありません。務めは、ですから、神に対する特別な関係の結果です。神の実際の働きは彼との私たちの霊的関係にかかっており、私たちの奉仕の価値は神との私たちの合一に比例します。


  神と絶対的に一つである者たちだけが、神のために責任を負うことができます。私たちが何と名乗ろうと、主のための私たちの活動がどれほど偉大だろうと、神はそのようなことを顧慮されません。彼のもとに行って、「さて主よ、私がこの働きに携わっているのをあなたはご存じです。ですから、このことで助けてほしいのです」と言っても無駄です。それは神が私たちを助けるべき理由にはなりません。神はご自身の子供たちの傍らに立って、内的関係に基づいてただ彼らとだけ働かれます。「公的」地位についていない人でも、公的な務めや地位を持つ多くの人よりも、主にとって遥かに有用な場合もあるかもしれません。大事なのは私たちの霊的知識や公的務めではなく、神との私たちの隠れた関係です。神は私たちをご自身の奉仕に相応しい者に霊的にしてくださり、私たちの役職ではなく私たちの子たる身分を維持してくださいます。私たちが彼に対する自分の関係を気遣うなら、神は私たちの地位を気遣ってくださいます。


  神はイスラエルをご自身の長子と呼ばれました。神はこの子たる身分の基礎に基づいてご自身の民の傍らに立たれました。それゆえ、イスラエルは諸国民の間で重要かつ意義深い地位を得ることができました。それは地上における神の選びの器でした。神に対するその内的関係がたんなる外面的形式になってしまったため、神はご自身の民から退いて彼らを捕囚に送らなければなりませんでした。イスラエルが主の方に向いて、「どうしてあなたは私たちをこのように扱われるのですか？私たちは諸国民の間におけるあなたの代表ではないでしょうか？」と言っても無駄だったでしょう。神の答えは、「公的地位はわたしにとって無です。わたしに対するあなたの関係が正しくないかぎり、あなたの子たる身分の意義と要求の中にあなたがいないかぎり、わたしはあなたを助けることができません」というものだったでしょう。私たちの地位と使命は子たる身分と関係していることがわかります。まさにこの理由のゆえに、主イエスは子たる身分を強調されました。彼は決して、「父はわたしがこの地上で果たすために来た務めを愛しておられます」とは言われませんでした。そうではなく、「父は子を愛しておられます」と言われました。地位と使命は子たる身分に基づかなければなりません。子たる身分がなければ、それらは神の御前では無価値です。


  子たる身分の目的は何でしょう？それは、霊的に責任ある地位に私たちをつけることです。神は決して「職員」に責任を与えません。子たちにお与えになります。ですから、神は私たちを子供として訓練しなければなりません。それは私たちの内に子たる身分を成長させるためであり、神のために責任を担える域に私たちを至らせるためです。神は私たちを霊的に成熟した状態に、完全なる成長に至らせようとしておられます。これを行うのは聖書学校では無理ですし、人々を「務めの中に」入れることによっても無理です。神は決して公的側面で働かれません。ああ、そうです、神は私たちをご自身の学校に入学させます。神はまた、どこかの機関の中にあるご自身の学校に私たちを入学させることもできます。そして、神がそうされるとき、それは幸いなことです。しかし、神の学校は学術活動とは大いに異なります。御言葉は述べています、「わが子よ、主の懲らしめを軽んじてはならない。彼に叱られる時、気落ちしてはならない。主は愛する者を懲らしめ、受け入れるすべての子をむち打たれるからである」。「受け入れるすべての子」というこの言葉に注意してください。ギリシャ語の正確な意味は「受け入れる」ではなく、「地位につける」あるいは置くです。それは地位の問題です。神は私たちの中に信頼可能な状態を育もうとしておられます。神が私たちを取り扱っておられる時、その背後には素晴らしい保証があります。すなわち、神は私たちにご自身の委託を委ねようとしておられるのであり、信用ある地位に私たちをつけようとしておられるのです。私たちはたんなる僕、ちっぽけな機械にはなりたくありません。父と一つになった子、その手に父が霊的責任を与えられる子になりたいのです。これを真に認識する時、神はなぜ私たちをこのように取り扱っておられるのかを私たちは理解し始めます。しかし、神がその中におられるので、この結末は確かであることがわかります。神はご自身の子供たちを切り抜けさせてくださいます。


  ご自身の子たる身分という事実から、主イエスはご自身の人生の究極的結果と達成に関して完全な確信を得ました。十字架がすぐ先にあること、自分が殺されることをご存じでしたが、この確信によって彼は遠くまで進まれました。彼は地上で三年半のあいだ奉仕されました。そしてその後、彼の地上生涯はすべて終わりました。彼はそれにどのように直面されたのでしょう？彼はそれを自分に臨むべきもの、経過すべきものと見なされましたが、それは彼や、御父に対する彼の関係を何も変えませんでした。彼の苦難はトンネルにすぎませんでした。それを通り抜けて、次に外に出て光の中に入り、永遠にわたって前進するためのものだったのです。なぜなら、彼は神の御子だったからです。死は彼にとって一つの出来事にすぎませんでした。なぜなら、彼の子たる身分は不滅で永遠だったからです。ご自身の働きは十字架で終わらず、復活の立場に基づいて永遠にわたって続くことを、彼はご存じでした。彼はこの束の間の時のためだけに生きておられたのではありません。このように、彼は子たる身分の事実からご自身の力を引き出されたのです。


  これで一巻の終わりだ、と私たちは言うのでしょうか？私たちは、この地上生活の諸々の試みは過ぎ去って行く偶然の出来事であり、自分や自分の内側の状態に何の違いも生じさせない、と受け取るのでしょうか？（主が遅れて）私たちが墓を通ることになったとしても、それは拡大へと至る通過点にすぎないことを、私たちは知るべきです。来るべき時代、私たちには奉仕と輝かしい未来があるでしょう。「彼の僕たちは彼に仕え、その御顔を見る」。子たる身分についてのこの知識により、主イエスは勝利の内に十字架の暗闇をくぐり抜けることができました。彼の最後の言葉は「父よ」でした。十字架で一巻の終わりだったら、そうではなかったでしょう。彼の弟子たちは、これで一巻の終わりだと思いました。しかし後に、それはそれ以上のものを意味することを彼らは理解しました。それは新しい事の始まりでした――子たる身分が目的でした。主イエスの場合、子たる身分の地位により、結末に関する強力な保証を得ました。その背後には、死を征服する永遠の命がありました。


  この保証は私たちにも有効です。栄光の内におられる私たちの主イエスを見る時、私たちの疑問は解けます。神が求めておられるのは、子たる身分の究極的完成です。子たる身分の基礎に基づいて、御父はご自身のすべての豊かさを与えてくださいます。これにより、私たちのためにすべてが可能になります。「なぜなら父は子を愛しておられ、ご自身のなさることをすべて子に示してくださるからです」。主イエスは「父が万物を自分の手に与えてくださったこと、また、自分は神から来たこと」をご存じでした。


  ヘブル人への手紙をもう一度見ることにしましょう。この書は、全嗣業は子たる身分に関して与えられる、と私たちに告げます。御父の豊かさが子たる身分の中に含まれます。もしかすると、この地上では私たちはあまり多くのものを持たないかもしれません。確かに、主イエスは地上の持ち物に関してあまり多く持っておられませんでしたが、「わたしの父の家には多くの住まいがあります」と言うことができました。これはなんと豊かな家でしょう！自分が万物の相続者であることを彼はご存じでした。この嗣業の中には何が含まれているのでしょう？パウロはコロサイ人に、「彼の中に神格の全豊満が肉体の形で宿っています」と書き送っています。これは私たちにとって何を意味するのでしょう？まさに、「彼にあって私たちは満ち溢れている」ということです。


  コロサイ一章は、この宇宙の全豊満は神の愛する御子であるキリストの中で、キリストのために創造された、と私たちに告げます。また二章では、彼にあって私たちが持つ地位を私たちは見ます。子たちは御子の豊かさにあずかります。今や、私たちはその前味わいをすることができます。なぜなら、私たちは彼の豊かさから受けて、恵みの上にさらに恵みを受けるからです。「今、あなたたちは彼を見ていないけれども信じており、言い尽くせない喜びをもって喜んで、栄光に満ちています」。この栄光とは何でしょう？それは彼の出現の日です。来るべき栄光の一部が、今、私たちの心を照らしています。私たちは彼を信じているからです。信仰は将来の栄光を現在の享受とします。天におられるキリストを信じる信仰は、私たちの心に喜びをもたらします。栄光の中におられるキリストとのあの合一から、彼が御父と一つであるように私たちも彼と一つであることにより、私たちは自分の力を引き出します。彼から発する、彼との私たちの交わりにより、彼の豊かさが私たちに流れ込みます。


  私たちの主であるイエス・キリストにより私たちは神の子たちであることを知るのは、なんという特権・喜びでしょう。私たちは、御父が御子に与えられた栄光の共同相続人になったのです！子たる身分を知る知識は力に満ちています。私たちは神の子たちである、という事実を常に意識しつつ生きようではありませんか。


  「見よ、私たちが神の子供たちと呼ばれるために、なんという愛を御父は私たちに与えてくださったことでしょう。現に私たちは神の子供たちなのです。」


  



  第十章 神の御旨の隠された力


  この地上におられた時、主イエスは常に天の中で生活されました。彼は決して物事を当然視せず、全く信仰による生活を維持されました。信仰の力の中で、また祈りにより、彼はこの地上の諸々の状況に勝利されました。祈りが彼の生活の中で大きな地位を占めていました。御父の栄光のためにご自身の働きを果たすのに必要な力と手段を、彼は常に天的供給源から引き出されました。それは御父に関する信仰の働きであり、彼にとって必要なものでした。彼との合一による信仰と祈りの基礎に基づいて、私たちはさらにどれほど生きなければならないことでしょう！


  さて、キリストのこれらの隠された供給源の最後のもの――神の御旨の力――について考えることにしましょう。


  ご自身が永遠の宇宙的御旨と関係していることを、主イエスは意識しておられました。マタイ十六・十八には、この御旨に関して彼が「わたしはわたしの教会を建てます。ハデスの門もこれに打ち勝ちません」と言われた、とあります。この発言の力と意義を理解しましょう。


  ご自身が十字架への途上にあることを主イエスはご存じでした。生ける神の御子であるキリストに関するペテロの偉大な宣言の直後に、主イエスは、ご自身がエルサレムに行って苦難を受けなければならないことを弟子たちに示して、彼らに十字架について語り始められました。さて、これに直面して、主は「わたしはわたしの教会を建てます」というこの計画的発言をされました。これは、キリストの命は死によって打ち負かされえないことを明確に示しています。十字架はそれを損なえません。彼は事実上こう言われました、「わたしは十字架につけられようとしていますが、わたしが来たのはわたしの教会を建てるためですし、わたしはそれを建てることになります。わたしが来た目的が妨げられることはありえません。十字架はそれを妨げることはできません」。ここに、彼の人生を特徴づけている、死よりも力強い、一つの明確な目的を私たちは見ます。そうです、彼は「ハデスの門もこれに打ち勝ちません」と付け加えることすらなさいました。暗闇の全勢力も彼の人生の目的を妨げることはできません。なぜなら、それは永遠と、死と地獄が抵抗できない力と結びついているからです。


  聖書の以下の節に見られるこの御旨の強烈なしるしに注意することにしましょう。


  「わたしの食物は、わたしを遣わされた方のみこころを行い、その御業を成し遂げることです。」ヨハ四・三四


  「……わたしを遣わされた父（中略）わたしを遣わされた方を信じる者」ヨハ五・二三～二四


  「……わたしを遣わされた方（中略）わたしを遣わされた父」ヨハ五・三〇、三七


  この明確な御旨を同様の形で表している、次のような他の節もあります。


  「わたしが来たのは、彼らが命を持ち、豊かに持つためです。」


  「人の子が来たのは、失われた者を探して救うためです。」


  これらの引用すべての中に、一つの特別な使命が示されていることがわかります。この世界への主イエスの来臨の背後には、一つの明確な、予め定められていた御旨があったことがわかります。彼は何らかの事業や運動のためだけに来られたのではありません。彼は運動を始めようとしておられたのではありません。彼の全人生は神の御旨と関係していました。「世の基が据えられる前の」神の永遠の御旨の中には一つの明確な計画がありました。それを成し遂げるために主イエスは来られました。それが挫折しえないのは、これが理由です。地獄の門ですら、それに打ち勝てませんでした。


  主イエスの人生にたんなる偶然はありませんでした。あらゆることに一つの明確な御旨がありました。それゆえ、預言者イザヤは彼のことを「主の僕」と呼びました。主イエスはご自身の使命に関して「わたしはしなければならない」と何度言われたことでしょう。「わたしはわたしを遣わされた方の御業をしなければなりません」という彼の言葉は、義務感を帯びています。それは不明確なものは何もないことを物語っています。


  マルコによる福音書は明確さという特徴を帯びており、主イエスを主の僕として示しています。マルコによる福音書特有の言葉は「直ちに」という言葉です。この言葉はこの福音書の中に約四十回現われ、僕のあるべき姿を示しています。もし私たちが主とその奉仕のためにここにいるのなら、時間を無駄にできません。私たちの心は彼にささげきっていなければなりませんし、私たちの生活は彼への従順という目的意識によって特徴づけられていなければなりません。彼に関する私たちの姿勢は常に「直ちに」でなければなりません。


  ですから主イエスは、彼の人生と関係している御旨に関するこの知識から、多くの力を引き出されました。この目的意識から、私たちのものである神聖な使命に対するこの意識から、私たちも力を得なければならないことに疑いはありません。こういうわけで敵は常に私たちを落胆させようとします。敵は「お前たちの労苦は無駄である」と私たちに告げて、常に私たちの心の中に、この目標の達成可能性に関して、疑問や疑いを生じさせようとします。私たちの人生の使命に関する感覚を私たちから奪うことに敵が成功するとき、私たちの証し、私たちの働き、私たちがくぐり抜けなければならない苦難の価値に関して、私たちに疑いを抱かせることに敵が成功するとき、私たちは自分の力を失い、敵が優位に立ちます。


  イエス・キリストは最後まで神の力の中に保たれました。なぜなら、彼は使命感によって支配されていたからです。ご自身の目的を堅く保たれたからです。もし私たちが自分の人生の目的を堅く保つなら、もし自分の天的召しに目を留め続けるなら、私たちも力の中に保たれるでしょう。しかし、もし私たちが自分自身の何らかの野心を成し遂げようとするなら、もし自分自身の計画を遂行するなら、もし何らかの運動を進め続けるなら、私たちが利用できる神聖な供給源は何もないでしょう。力の中に保たれるには、自分が神の御旨の中にあることを知ることが不可欠です。私たちの奉仕は常に神の御旨の結果でなければなりません。自分は神の御旨の一角を占めていることを理解することがきわめて重要です。私たちは自分自身を否まなければなりません。神の御旨の中には、個人的権益のための余地はありません。「神を愛する者たちには」、神とその御旨を成し遂げることとに専念している者たちには、「すなわち、彼の御旨に従って召された者たち」には、すべてのことが共に働いて益となります。これは、信者たちは神の御旨の中に召されていることを示す、明確な宣言です。自分は神の御旨の中にあることを、主イエスが知っておられたのと同じくらい明確に、私たちも知らなければなりません。


  パウロは彼の手紙の中で繰り返し「彼の御旨にしたがって」召された者たちについて述べています。エペソ書三・十～十一にそうした明確な言葉の一つがあります。「それは今や、天上にいる主権者たちや権力者たちが、教会を通して、永遠の御旨にしたがって神の多様な知恵を知るためです」。私たちはこれを未来時制で考えるかもしれませんが、これは明確に「今」と述べています。神は今、ご自身の教会の中で、主権者たちや権力者たちに教える何かをなさっています。私たちは目に見えない知的存在に囲まれており、彼らは私たちに対する神の取り扱いを見ています。彼らは私たちがくぐり抜けなければならない経験を見ています。それらの経験は神の永遠の御旨と関係しています。その御旨とは何でしょう？それは、私たちは御子のかたちに同形化されなければならない、ということです。エレミヤ十八・二～三には「立って、陶器師の家に下って行きなさい。その所でわたしはあなたにわたしの言葉を聞かせよう（中略）すると見よ、彼はろくろで作品を造っていた」とあります。主権者たちと権力者たちは、言わば、陶器師の家に下って来て見ているのです。陶器師の手の中にあるこの器は何でしょう？それは教会です。しかし、天の陶器師はご自身の器に満足されません。彼はそれを壊して、新しい器を形造らなければなりません。今、その土はろくろの上にあり、あらゆる種類の神の取り扱いと御業が必要です。そして、これらの目に見えない知的存在は、天の陶器師がどのように私たちを形造っておられるのかを見ています。私たちはこの土です。そして、陶器師がご自身の教会を形造っておられる間、私たちは時々、陶器師の手による圧力や切り込みを感じます。しかし、私たちの試練や私たちの苦難はみな、私たちの困惑はみな、私たちをこの目標に至らせるための神の方法にすぎません。彼の取り扱いはみな、私たちの上に影響を及ぼして、私たちの内に変化を生じさせます。そして、より高度な知的存在たちはこれを見て、神の知恵に、そして、キリストがどのように私たちの内にますます形造られているのかに驚きます。


  これが私たちの召しです。私たちが神の御旨と一致しているかぎり、彼の御業は私たちの内で前進し続けることができます。まず大事なのは私たちの活動ではありません。神が関心を寄せておられるのは、私たちが彼のために何を行うかよりも、私たちの内に何がなされているかです。私たちが大いに働いている時よりも不活発な時の方が、私たちに対する御旨が果たされることがしばしばあります。モーセが荒野にいてあまり多くのことを行えなかった時、陶器師の御手が彼の上にありました。四十年の間、彼はただ羊の世話しかしませんでした。これはあまり大したことではありません。間違いなく、「自分は何のためにここにいるのでしょう。私の生活に何か価値はあるのでしょうか」と彼は時々疑問に思ったでしょう。しかし、主権者たちや権力者たちは何かを見て、神の知恵に驚きました。この人をどのように備えればいいのか、この生活の中にご自身の道をどのようにもたらすのか、神はご存じでした。これは神の多くの僕にも言えます。神は益のために働いており、ご自身の器を形造っておられます。私たちに対する彼の取り扱いの中には、必ず知恵があります。しかし、自分自身のために何の計画も個人的野心もないように、私たちは注意しなければなりません。土は完全に御手の中になければなりません。もし私たちがここにいるのが真に神のためなら、神は御旨を遂げられること、彼は私たちの内で御旨を成就されることを、私たちは確信できます。そして、そこに私たちは力を見いだします。


  あなたは自分が神の偉大な御旨の中にあることを確信しているでしょうか？だれもがその中に何らかの分を持っています。パウロは、教会について述べる時、これを次のように描写しています。「からだ全体は、各々の節々が供給するものにより、適切に組み合わされ共に結合されます」。体のどの部分も機能を持たないことはありません。各々のどの肢体も神の御旨の中になければなりません。とても小さな部分もありますが、それにもかかわらず、それらは同じように重要です。私たちは思い出さなければなりません。私たちが自分自身を神に明け渡す時に実現されるある御旨のために、神は私たちを召されたのです。神が私たちを召されたのがどんなことでも、私たちは覚悟を決めてそれを行おうではありませんか。聖霊に所有された生活は常に目的を帯びています。そのような生活では何も見過ごせません。たんなる一般論を信じないようにしましょう。それは十分良いものではありません。私たちの生活に対する神の御思いの中には、遥かに確かな何かがあります。個人的願望をすべて放棄して、「直ちに」と促す御霊に満たされようではありませんか。神に召されたことを知っている人たち、自分たちの生活の目的を明確に認識している人々は、自分をそれに全く明け渡すでしょう。そのような人々は、この地上に属する物事に対して、もはや何の興味も抱きません。彼らには無駄にする時間はありません。彼らは自分の時間を贖い取らなければなりません。


  今や私たちの生活は、栄光の中におられる私たちの主イエス・キリストに結ばれています。神の永遠の御旨が私たちを支配しています。この御旨は宇宙大であり、天上の主権者たちや権力者たちの領域のように広大です。イエス・キリストの教会は神の途方もない深遠な計画を委ねられています。これを知ることは力を意味します。これを知ることにより、困惑や試練の時――これらを通して神はご自身の計画を成し遂げられます――私たちは落ち着いていられるだけでなく、あの平安と喜び――主が言われたように――世が私たちから奪えない平安と喜びに満たされます。


  私たちは天の召しによって召され、神の偉大な御旨の中にあります。私たちの生活の中に偶然のものは何もありません。私たちの時は神によって定められています。私たちは神の案配の中にあります。神の御旨はまだ完成されていません。この地上へのキリストの来臨はその第一段階にすぎませんでしたが、キリストは天におられるので、今、教会に関する御旨はさらに十分に成就されつつあります。ですから、彼に信頼して、すべての事の中に私たちの天の父のみこころを認めようではありませんか。また、彼の恵みにより私たちはこの目標に到達する、と信じつつ、御霊の中でこの目標に目を向けようではありませんか。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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